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用語解説 

亜前縁脈：翅の前縁脈に平行に走り前縁脈の終わる以前に翅緑に達して 

いる縦の翅脈。 （図一91, 92、 108)。 

前前室：前縁直後の室。 

糸状：糸に類似した。触角などによく用いられる。 

咽喉板：頭部裏面あるいは下面の下唇後基節に連続する骨板で頭部の後 

縁まで伸びる。 （図- 107右） 

咽喉縫合線：左右両咽喉板を縫合する線。 （図-107左）。 

羽毛状：羽毛に類似した。ガの触角によく見られる。 

縁毛：翅などの縁にある翅膜と同じ面に密に生じている毛。 

縁紋：翅の径脈の末端あるいは中央近くの前縁上にある不透明な斑紋。 

(L i-91) ~ 

大あご：大腮ともいい、顎の第1対のもので、咀嚼性昆虫では太く大き 

い歯状をなす。 （図一89下、107)~ 

王台：シロアリの女王と王との住む大形の室。 

横脈：翅の縦走翅脈間あるいはそれらの支脈間にある短い多少横になっ 

ている翅脈。 

開張：翅が十分に広げられたときの最も幅広い（通常両翅頂）ところで 

の両翅の幅。 

下額眼縁剛毛：ハェの頭頂剛毛の直前すなわち額の両側にある剛毛を額 

眼縁剛毛と呼び、その中の下方のもの。 （図-103 、額眼縁剛 

毛の下のもの）。 

額：前頭のことで、前蓋縁の枝の間に横たわる頭部の不対の節片。頭部 

の上前部で、普通頭蓋板と頭楯との間の節片あるいはその部分。 

角状管：アブラムシの腹部末端から生ずる一般に短い鈍端の角状の突出 

器。密滴を分泌せず蝋質の防御用の液体を出す。（図一91)~ 

額腺：シロアリの兵蟻の頭部の皮下にある中央の大きな1腺。額孔で開 
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大あご :大腿ともいい、顎の第 1対のもので、唄噌性昆虫では太く大き

い歯状をなす。 (図一89下、 107)。

王台 :シロアリの女王と王との住む大形の室。

横脈 :超の縦走麹脈間あるいはそれらの支脈間にある短い多少横になっ

ている麹脈。

開張 ;恕が十分に広げられたときの最も幅広い (通常両麹頂)ところで

の両遡の幅。

下額眼縁剛毛 :ハエの頭頂剛毛の直前すなわち額の両側にある剛毛を額

眼緑剛毛と呼び、その中の下方のもの。 (図-103 、額眼縁剛

毛の下のもの) 。

額 :前頭のことで、前蓋縁の枝の間に横たわる頭部の不対の節片。頭部

の上前部で、普通頭蓋板と頭楯との間の節片あるいはその部分。

角状管 :アブラムシの腹部末端から生ずる一般に短い鈍端の角状の突出

器。密滴を分泌せず蝦質の防御用の液体を出す。 (図 -91)。

額腺 :シロアリの兵蟻の頭部の皮下にある中央の大きな 1腺。額孔で開

-201-



口し、乳状の分泌液を出す。 

革質部：カメムシ類の半翅鞘の翅底に近い革質の部分で、基部から膜質 

部までに伸びる。 

下口式：頭部の前面が垂直で口が下方に向いている形。 

下唇鬚：咀嚼性昆虫の口部の第3対にあたり、その床を形成している複 

合物を下唇と呼び、ここから生ずる鬚で、 1~4 節からなる。 

（図一107左）。 

過変態：齢の正常な数より多数の齢期を経過する型。すなわち成熟幼虫 

にそれまでの幼虫と違った形態のある変態。 

環糸：多くのタマバェ類の触角環節に輪状あるいはよじれた糸で螺旋状 

に配列されている。 （図一104)。 

完全変態：後胚子発育中に最後の幼虫齢と成虫の間に蛹期間をもった変 

態。 

幹母：アプラムシ類で、越冬卵から春に生じた無翅胎生の単性生殖を行 

う雌虫。 

眼帽：チョウ目のある種に存在し、触角基節にある帽子状の鱗片房。 

環毛輪：多くのタマバェ類の触角にある輪状の環糸（図-104)。 

擬環節：ハバチの幼虫などに見られるように、胸部や腹部環節に皺があ 

り、小環節のように見える。（図-10の。 

擬脚：脚のように使っている各種の突起や付属器で、チョウ目やハバチ 

類の幼虫などの腹部下面に見られる肉質で無節の脚、腹脚とも 

いう。（図-98. 99、 100の腹脚）。 

基室：チョウ目の翅の中央の基部にある翅脈でつくられた室。 （図-93 

のB）。 

擬職蟻：職蟻に似た無翅の蟻であるが、生殖可能な蟻。 

基節：脚の体に最も近い第1環節。前脚のものを前基節、中脚のものを 

中基節、後脚のものを後基節という。 （図一89)~ 

擬態：動物が他の動植物体や無生物体に似た色彩や形あるいは姿勢をも 
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眼帽 :チョウ目のある種に存在し、触角基節にある帽子状の鱗片房。

環毛輪 :多くのタマバエ類の触角にある輪状の環糸 (図一104)。

擬環節 :ハバチの幼虫などに見られるように、胸部や腹部環節に椴があ

り、小環節のように見える。 (図 -100)。

擬脚 :脚のように使っている各種の突起や付属器で、チョウ目やハバチ

類の幼虫などの腹部下面に見られる肉質で無節の脚、腹脚とも

いう。 (図一98、99、 100の腹脚 )。

基室 :チョウ目の麹の中央の基部にある麹脈でつくられた室。 (図 -93

の B)。

擬職蟻 :職蟻に似た無麹の蟻であるが、生殖可能な蟻。

基節 ;脚の体に最も近い第 1環節。前脚のものを前基節、中脚のものを

中基節、後脚のものを後基節という。 (図-89)。
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つこと0 

胸脚：胸部から生じている脚。 （図-98, 100)。 

胸骨：タマバェ類の幼虫の口の後方下側にある角質のいくぶん長い突起。 

距刺：普通脚の脛節にあり、太く硬い可動な環節をそなえた刺毛。 

鋸歯状：鋸の歯のようなギザギザの形。触角などの形によく使われる。 

(図-102)。 

径室：翅の径脈と中脈との間の部分で、しばしば分割されている。（図 

-93のRI '--R2)~ 

楔状部：カメムシ類の半翅鞘の縁状部末端の小さな三角形の部分。 （図 

-94)~ 

脛節：胸脚の第4環節で、腿節と附節の間にある。 （図一89)~ 

脛部：頭部と前胸との環節間にある柔軟な部分。いわゆる首。 

径分脈：翅の径脈から分岐している翅脈。 

径脈：翅の亜前縁脈の後方にある第3縦脈で、なおこの脈から分岐して 

いる支脈を前方から第1～第5径脈と呼ぶ。 （図-108)。 

鉤器：トビムシ類の腹部第3節にあり、跳躍器を腹面に折畳む役目をす 

る。保器ともいう。 （図190）。 

口器：口部の上唇、大あご（大腮）、小あご（小腮）、下唇と付属器な 

どを総括したもの。 

後基節：後脚の基節。 

後気門：腹部末端にある気門、ガガンボやカの幼虫に見られる。 

後胸：胸部の第3環節。 

鉤爪：腹脚の末端にある種々な配列の微小な鋭い鉤。これでものにすが 

り付くことができる。 （図-99, 101)。 

後単眼剛毛：ハェ目の頭頂の直下で単眼瘤の後方に生じている1対の剛 

毛。 

肛部：翅の磐脈によって支えられている後方部。 

口吻：各種の延長した口器構造をいう。 （図-97)~ 
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つ こと。

胸脚 :胸部から生 じている脚。 (図一98、 100)。

胸骨 :タマバエ類の幼虫の口の後方下側にある角質のいくぶん長い突起。

距刺 :普通脚の鰹節にあり、太く硬い可動な環節をそなえた刺毛。

鋸歯状 :鋸の歯のようなギザギザの形。触角などの形によく使われる。

(図一102)。

径室 :趣の径脈と中脈との間の部分で、しばしば分割されている。 (図

一 93の R-~R2) 。

襖状部 :カメムシ類の半趨鞘の緑状部末端の小さな三角形の部分。 (図

-94) 。

鰹節 :胸脚の第 4環節で、腿節と附節の間にある。 (図一89)。

腰部 :頭部と前胸との環節間にある柔軟な部分。いわゆる首。

径分脈 :趣の径脈から分岐している麹脈。

径脈 :迎の亜前縁脈の後方にある第 3縦脈で、なおこの脈から分岐して

いる支脈を前方から第 1~ 第 5径脈と呼ぶ。 (図一108)。

釣器 :トビムシ類の腹部第 3節にあり、跳躍器を腹面に折畳む役目をす

る。保器ともいう。 (図一90)。

口器 :口部の上唇、大あご (大腿)、小あご (小腺)、下唇と付属器な

どを総括したもの。

後基節 :後脚の基節。

後気門 :腹部末端にある気門、ガガンボや力の幼虫に見られる。

後胸 :胸部の第 3環節。

鈎爪 :腹脚の末端にある種々な配列の微小な鋭い釣。これでものにすが

り付 くことができる。 (図 -99 、 101)。

後単眼剛毛 :ハエ目の頭頂の直下で単眼癌の後方に生じている 1対の剛

毛。

虹部 :超の啓脈によって支えられている後方部。

口吻 :各種の延長した口器構造をいう。 (図 -97)。
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肛門板：カイガラムシ類にある肛門を上から覆っている1板で、原始的 

第11背板である。 

鰓状：コガネムシ類などの触角で、数個の薄板あるいは葉状面から構成 

されている棍棒部の状態をいう。 

又状躍器：トビムシ類の腹部第4節または第5腹板にある又状の跳躍器 

(E I-90)~ 

翅芽：幼虫の組織細胞胚で、これから成虫の翅が起生する。 

髭剛毛：ハェ目の頭部髭角（頭楯の上方両側で中央の方に出ている角） 

にある長い1剛毛。 （図-102)。 

翅刺：多くのチョウ目の後翅の基部にある剛毛で前翅の下に突出し、飛 

翔の際に前後両翅を結合する。（図-109)~ 

櫛歯状：触角で櫛歯のように深い切れ目のある状態。触角によく見られ 

る。（図-102)。 

翅鞘：コウチュウ目の革質またはキチン質的前翅で、後翅を覆い、静止 

の際に左右のものが中央で一直線に会合する。上翅ともいう。 

（図一89)~ 

膝状：ゾウムシ類に見られるような触角で、柄節が直線でそれより先の 

梗節から屈折して、あたかも膝のようになっているもの。 （図 

-102)~ 

具角：アゲハチョウ類の幼虫の頸叉のように通常体内に引き込まれてい 

て、驚くと突出し、多量の揮発性の分泌物を発散する。 

翅脈：翅膜を支持し、かつ硬くしているキチン質の棒状構造をいう。 

(I 1-108 、 109)。 

縦脈：翅の基部から翅を通して長く正常に延びているすべての翅脈をい 

う。 

数珠状：触角などで数珠状に連結した状態で、連鎖状ともいう。 （図ー 

102)。 

小腮：咀嚼性昆虫の顎の第2対をいう。（図-89、 107)。 
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虹門板 :カイガラムシ類にある虹門を上から覆っている 1板で、原始的

第11背板である。

螺状 :コガネムシ類などの触角で、数個の薄板あるいは葉状面から構成

されている根棒部の状態をいう。

又状躍器 :トビムシ類の腹部第4節または第5腹板にある又状の跳躍器

(図 -90) 。

麹芽 :幼虫の組織細胞膝で、これから成虫の麹が起生する。

髭剛毛 :ハエ目の頭部髭角 (頭楯の上方両側で中央の方に出ている角)

にある長い 1剛毛。 (図 -102) 。

麹刺 :多くのチョウ目の後超の基部にある剛毛で前趣の下に突出し、飛

期の際に前後両麹を結合する。 (1※1-109)。

櫛歯状 :触角で櫛歯のように深い切れ目のある状態。触角によく見られ

る。 (図 -102) 。

麹鞘 :コウチュウ目の革質またはキチン質的前麹で、後麹を覆い、静止

の際に左右のものが中央で一直線に会合する。上超ともいう。

(図 -89) 。

膝状 :ゾウムシ類に見られるような触角で、柄節が直線でそれより先の

梗節から屈折して、あたかも膝のようになっているもの。 (図

-102) 。

臭角 :アゲハチョウ類の幼虫の頭叉のように通常体内に引き込まれてい

て、驚くと突出し、多量の揮発性の分泌物を発散する。

麹脈 :超膜を支持し、かつ硬くしているキチン質の棒状構造をいう。

(図一108 、 109)。

縦脈 :趣の基部から麹を通して長く正常に延びているすべての麹脈をい

つ o

数珠状 :触角などで数珠状に連結した状態で、連鎖状ともいう。 (図-

102)。

小聴 :岨P爵性昆虫の顎の第 2対をいう。 (図一89、107)。
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小腮鬚：小腮にある1 -'7節からなる感覚器。 （図- 107)~ 

小楯板：楯板と後背板およひ後小楯板との間で中胸背板の後方の多くは 

三角形の部分で、コウチュウやカメムシ類とでは上翅基部の間 

に重なっている楔形のものである。 （図- 89)~ 

触角剛毛：ハェの触角末端の毛状部。 （図一102)。 

職蟻：社会性昆虫の生殖に不適当な雌虫で、造巣と子孫の保育と群の防 

衛をする。 （図一86右上）。 

褥盤：爪間盤ともいい、脚の附節の爪の間にある突起。 （図-105)。 

生殖腺：卵巣や睾丸の胚子的基原。 

生殖虫：社会性昆虫の女王や王などの生殖をつかさどる虫。 （図-86左）。 

前縁脈：翅の主な第1翅脈。 

前基節：前脚の第1節。 

前気門：ハエの幼虫にある胸部の気門。 

前胸：胸部の第1すなわち最前部の節。 （図一89)~ 

前胸気門：胸部の第1対の気門のことで、本来中胸のものが前方に移動 

したものである。 

前口式：頭部が体の縦軸に沿いロ部が前方に位置しているものをいう。 

穿入孔：穿孔性害虫で樹木などに穿入した穴。 

潜葉性：葉の上下両表皮の間の組織に穿孔し、この中で摂食生活する。 

双櫛状：触角などで両側が櫛の歯状になったもの。 

爪状部：カメムシ類の革質部の内側の狭い部分。 

側気門式：腹部の大部分の節に機能的な気門を持っていること。 

腿節；脚の第3環節で、転節と脛節の間にある。 （図-89、 106)。 

単眼：数珠玉状のIレンズからなる単独の目。 （図-103)。 

端距：チョウ目の脛節の末端下面などにある距刺をいう。 

短吻：短い口吻。 

中央室：翅の基部から中央の方に延ぴている大形の室。 （図-93の 

D1一3)~ 
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小膿顎 :小膿にある 1~7 節からなる感覚器。 (図一107)。

小楯板 :楯板と後背板およひ後小楯板との間で中胸背板の後方の多くは

三角形の部分で、コウチュウやカメムシ類とでは上麹基部の間

に重なっている桜形のものである。 (図一89)。

触角剛毛 :ハエの触角末端の毛状部。 (図-102)。

職蟻 :社会性昆虫の生殖に不適当な雌虫で、造巣と子孫の保育と群の防

衛をする。 (図一86右上 )。

樗盤 :爪間盤ともいい、脚の附節の爪の間にある突起。 (図-105)。

生殖腺 :卵巣や筆丸の魅子的基原。

生殖虫 :社会性昆虫の女王や王などの生殖をつかさどる虫。 (図-86左)。

前緑脈 :超の主な第 1麹脈。

前基節 :前脚の第 1節。

前気門 :ハエの幼虫にある胸部の気門。

前胸 :胸部の第 1すなわち最前部の節。 (図-89)。

前胸気門 :胸部の第 1対の気門のことで、本来中胸のものが前方に移動

したものである。

前口式 :頭部が体の縦軸に沿い口部が前方に位置しているものをいう。

穿入孔 :穿孔性害虫で樹木などに穿入した穴。

潜葉性 :葉の上下両表皮の間の組織に穿孔し、この中で摂食生活する。

双櫛状 :触角などで両側が櫛の歯状になったもの。

爪状部 :カメムシ類の革質部の内側の狭い部分。

側気門式 :腹部の大部分の節に機能的な気門を持っていること。

腿節 :脚の第 3環節で、転節と鰹節の間にある。 (図一89、106)。

単眼 :数珠玉状の 1レンズからなる単独の目。 (図一103)6

端距 :チョウ目の鰹節の末端下面などにある距刺をいう。

短吻 :短い口吻。

中央室 :趣の基部から中央の方に延びている大形の室。 (図-93の

D ー-3) 。
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中基節：中脚の第1節。 

中胸：胸部の第2環節、翅のあるものでは前翅がつく。 

中胸腹板：中胸の下面すなわち腹板。 

中室：翅の大体中央部にある室。 （図一93のM, 108)。 

肘室：肘脈と臀脈との間の室。 （図-93のCI -3)~ 

中脈：翅の第4 縦脈。（図-108)~ 

肘脈：翅の中脈と臀脈の間にある翅脈（図-108)。 

跳躍器：トビムシ類の第4 腹節から生じたほぼ又状の跳躍付属器。又状 

器ともいう。 （図-90)~ 

臀室：磐脈間の室。肛室ともいう。 

磐板：アブラムシ類では第10腹板をいう。チョウ目では腹部末端節の背 

面にある楯状の部分。肛板ともいう。 

臀片：カイガラムシの肛孔を覆う三角形の弁状の突起。 

臀脈：翅の肘脈の下にある不分岐の縦脈。 （図-108)~ 

頭楯：頭部の額の下で前方に上唇がついている部分。 （図-103)~ 

頭頂：複眼と額と後頭との間の頭部の頂上にあたる部分。 

ニンフ：若虫。不完全変態昆虫の幼虫。シロアリ類では幼虫後期の多少 

翅芽が外部に現れたもの。 

排泄孔：穿孔虫が樹皮下で食害中に排泄物を出すための樹皮に作った穴。 

背線：チョウ目幼虫の背面中央にある縦線。 （図-98)~ 

半翅鞘：カメムシ類の前翅で基方が硬化し、末端の1/3 -'1/4 が膜 

質となった翅。 

尾脚：チョウ目幼虫の第10腹節下面にある1対の擬脚。 （図198）。 

尾糸：腹部末端にある長い糸状突起。 

尾節板：腹部末端節背面にある1小板。 

尾突起：幼虫の末端にある固定または可動の突起。 

尾毛：腹部末端にある長い糸状突起または剛毛。 

不完全変態：幼時からすでに翅や外部生殖器の原基が外部に現れており、 
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中基節 :中脚の第 1節。

中胸 :胸部の第 2環節、趣のあるものでは前麹がつく。

中胸腹板 :中胸の下面すなわち腹板。

中室 :麹の大体中央部にある室。 (図 -93 のM 、 108)。

肘室 :肘脈と瞥脈との間の室。 (図一93の C,‐3)。

中脈 :麹の第 4縦脈。 (図 -108)。

肘脈 :麹の中脈と瞥脈の間にある麹脈 (図一108)。

跳躍器 :トビムシ類の第 4腹節から生じたほぼ又状の跳躍付属器。又状

器ともいう。 (図一90)。

啓室 :啓脈間の室。虹室ともいう。

啓板 :アブラムシ類では第10腹板をいう。チョウ目では腹部末端節の背

面にある楯状の部分。虹板ともいう。

唇片 :カイガラムシの虹孔を覆う三角形の弁状の突起。

啓脈 :麹の肘脈の下にある不分岐の縦脈。 (図-108)。

頭楯 :頭部の額の下で前方に上唇がついている部分。 (図-103)。

頭頂 :複眼と額と後頭との間の頭部の頂上にあたる部分。

ニンフ :若虫。不完全変態昆虫の幼虫。シロアリ類では幼虫後期の多少

麹芽が外部に現れたもの。

排池孔 :穿孔虫が樹皮下で食害中に排世物を出すための樹皮に作った穴。

背線 :チョウ目幼虫の背面中央にある縦線。 (図一98)。

半麹鞘 :カメムシ類の前麹で基方が硬化し、末端の 1/3~1/4 が膜

質となった麹。

尾脚 :チョウ目幼虫の第10腹節下面にある 1対の擬脚。 (図-98)。

尾糸 :腹部末端にある長い糸状突起。

尾節板 :腹部末端節背面にある1小板。

尾突起 :幼虫の末端にある固定または可動の突起。

尾毛 :腹部末端にある長い糸状突起または剛毛。

不完全変態 :幼時からすでに麹や外部生殖器の原基が外部に現れており、
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それが脱皮ごとに次第に発達して成虫になる。完全変態昆虫に 

見られるような静止状態の蛹期間がない。 

腹脚：腹部の移動に使用される擬脚。（図一98、 99, 10の。 

腹管：トビムシ類における腹部第1腹板から下方に突出した太い円筒状 

の嚢。 （図一90)~ 

複眼：頭部の両側に各1個ずつあって、多数の小眼から構成されている 

視覚器官。 （図-89、 103、 107)。 

覆翅：カメムシ目などの革質や角質の前翅をこのように呼ぶ。 

副生殖虫：生殖虫が死亡または除かれた場合、有翅虫になる前の発育段 

階で生殖線が成熟してこれに置き換わったものである。 

腹面：体の下面。上面の背面に対する語。 

附節：脚の腫節先端に付着する末端節で、 1 --5節からなり先端に爪、 

褥盤ときに爪間板をそなえる。 （図一89、 106)。 

フラス：穿孔虫類の樹体内に穿入するときに排出する虫糞と木屑で、穿 

入孔から排泄されたり、食痕内に充満する。 

柄節：触角の第1節目。 

縁取り：平たい縁部によって縁ずけられた縁をそなえること。 

鞭状：ムチ状の形で触角などに使われる。 

胞嚢：アザミウマ類の鮒節先端にある突出した嚢～附節胞ともいう。静 

止時には附節内に弓は込まれているが、歩行時には外方に突出 

し、いかなる場所でも歩行を可能にする。 （図一106)。 

保器：保体あるいは鉤器ともいう。トビムシ目の腹部第3節にある鉤。 

跳躍器の支え。 （図一90)~ 

髭（鬚）剛毛：高等なハエの鬚角にある長くかつ強い前下方に向いている 

1剛毛。これを腹面に折畳んでいる。 （図一103)。 

母孔：キクイムシ類で親が産卵のために堀った孔道。 

膜状部：カメムシ類の前翅後方の膜質部。 

毛隆：チョウ目の頭部複眼間上にある有毛小突起。 
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それが脱皮ごとに次第に発達して成虫になる。完全変態昆虫に

見られるような静止状態の蝿期間がない。

腹脚 :腹部の移動に使用される擬脚。 (図一98、99、100)。

腹管 :トビムシ類における腹部第 1腹板から下方に突出した太い円筒状

の嚢。 (図一90)。

複眼 :頭部の両側に各 1個ずつあって、多数の小眼から構成されている

視覚器官。 (図一89、 103、 107)。

覆趨 :カメムシ目などの革質や角質の前麹をこのように呼ぶ。

副生殖虫 :生殖虫が死亡または除かれた場合、有趣虫になる前の発育段

階で生殖線が成熟してこれに置き換わったものである。

腹面 :体の下面。上面の背面に対する語。

鮒節 :脚の鰹節先端に付着する末端節で、 1~5 節からなり先端に爪、

樗盤ときに爪間板をそなえる。 (図 -89 、 106)。

フラス :穿孔虫類の樹体内に穿入するときに排出する虫糞と木屑で、穿

入孔から排池されたり、食痕内に充満する。

柄節 :触角の第 1節目。

縁取り :平たい緑部によって緑ずけられた縁をそなえること。

鞭状 :ムチ状の形で触角などに使われる。

胞嚢 :アザミウマ類の附節先端にある突出した姿。蹄節胞ともいう。静

止時には鮒節内に引き込まれているが、歩行時には外方に突出

し、いかなる場所でも歩行を可能にする。 (図-106)。

保器 :保体あるいは釣器ともいう。トビムシ目の腹部第 3節にある鈎。

跳躍器の支え。 (図一9の。

髭(髪)剛毛 :高等なハエの髪角にある長くかつ強い前下方に向いている

1剛毛。これを腹面に折畳んでいる。 (図 -103) 。

母孔 :キクイムシ類で親が産卵のために堀った孔道。

膜状部 :カメムシ類の前麹後方の膜質部。

毛隆 :チョウ目の頭部複眼間上にある有毛小突起。
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有柄：細い柄あるいは脛によって付着している。1柄上に置かれている 

こと。 

蛹室：蛹化するために作った室で、成虫になるまでこの中で過す。 

幼虫孔：穿孔虫の幼虫が堀った孔道。 

幼虫室：主として穿孔虫の幼虫のいる室。 

裸蛹：付属器と脚とが外皮によって癒合されていない蛹。 

卵莢：卵子塊が全体が一緒になって包含される袋あるいは被覆物。 

鱗毛：体壁や翅の扁平な鱗状の単細胞生成物で種々の形態をとる。剛毛 

の変形物。 

蝋板：ョコバイ亜目の背面にある蝋腺の開口部を飾っているキチン啓板 

で、縦列に対象的に配置されている。蝋腺は普通粉状か密な毛 

房状の線を生殖排出する。 
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有柄 :細い柄あるいは鰹によって付着している。 1柄上に置かれている

こと。

輔室 :輔化するために作った室で、成虫になるまでこの中で過す。

幼虫孔 :穿孔虫の幼虫が掘った孔道。

幼虫室 :主として穿孔虫の幼虫のいる室。

裸類 :付属器と脚とが外皮によって癒合されていない嫡。

卵英 :卵子塊が全体が一緒になって包含される袋あるいは被覆物。

鱗毛 :体壁や麹の扇平な鱗状の単細胞生成物で種 の々形態をとる。剛毛

の変形物。

蝦板 :ヨコバイ亜目の背面にある蝋腺の開口部を飾っているキチン啓板

で、縦列に対象的に配置されている。蝋腺は普通粉状か密な毛

房状の線を生殖排出する。
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図-109 メイガの翅脈 
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図-109 チョウ目の翅脈 
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下唇媛

下唇 ,小腸

′」、鵬大あご 小照り、臆疑

園 -107 頭部下面 左 :キクイムシ 右 :ナガシンクイムシ

第-径脈

径分脈

中室 第1中脈
第2中孫

第3中脈

第 第 1聾脈

豪農
図一108 チョウ目の細脈

第5径脈
第1中脈
第2中脈

キ多 寡潔

図一109 メイガの迎脈
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検 索 表 

成虫の目への検索表 

1．良く発達した翅か痕跡的な翅をそなえる 2 

無翅、または不明瞭で小さい痕跡的な翅をそなえる 11 

2.翅は1対、後翅は平均棍となる 3 

翅は2対 4 

3‘腹部は末端に2本の糸状の尾突起をそなえる 

カメムシ目（半趨目）の一部 

 ハエ目（双翅目） 腹部は尾突起を欠く 

4，前翅と後翅は構造を異にし、前翅は厚く革質か角質で、後翅は膜質 

 5 

前翅と後翅はほぽ同じ構造でいずれも膜質 7 

5．前翅の基部は厚化し、しばしば不透明となリ、末端は膜質。口器は 

吸収に適した針あるいは管状 カメムシ目の一一部 

前翅は一様の組織からなる。ロ器は咀嚼型 6 

6．前翅は堅い角質か革質で鞘想lとなり、翅脈を欠き、後翅を被覆する 

 コウチュウ目の一部 

前翅は革質か羊革紙質、網目状の翅脈をもち、後翅は前翅の下に扇 

子状に畳まれる  バッタ目（直翅目） 

7. ft節末端節は附節胞に終わり、発達した爪を欠く。翅は非常に細長 

く、長い縁毛を持つ アザミウマ目の一部 

鮒節末端節はよく発達した爪をそなえる。翅は幅広く、長い縁毛を 

欠く、長い縁毛を持つときには（小ガ類）表面が鱗片に覆われる・・・8 

8.翅は全面か少なくとも部分的に鱗片に覆われる。口器は通常コイル 

状の管となる チョウ目（鱗翅目）の一部 

翅は透明か微毛に覆われ、鱗片を欠く 9 

9．口器は頭の基部下面から生じ吸収に適した有節の管状の口吻となり、 

前脚の基部間に仲びる カメムシ目の―部 

口器は咀嚼型で咬みかつ咀嚼に適し、頭部の前方あるいは下面に位 
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検 索 表
成虫の目への検索表

1. 良く発達した趨か痕跡的な細をそなえる…………………………… 2

無迎、または不明瞭で小さい痕跡的な遡をそなえる………………11

2. 想は 1対、後迎は平均梶 となる……………………………………… 3

翻は 2対………………………………………………………………… 4

3. 腹部は末端に 2本の糸状の尾突起をそなえる…………………………

………………………………………………カメムシ日 (半地目) の一部

腹部は尾突起を欠く…………………………………ハエ目 (双迎目)

4. 前麹と後麹は構造を異にし、前超は厚く革質か角質で、後遡は膜質

……………………………………………………………………………… 5

前麹と後迎はほぼ同じ構造でいずれも膜質………………………… 7

5. 前週の基部は厚化し、しばしば不透明となり、末端は膜質。口器は

吸収に適した針あるいは管状…………………………カメムシ目の一部

前遡は一様の組織からなる。ロ器は岨噌型………………………… 6

6. 前週は堅い角質か革質で鞘漣1となり、麹脈を欠き、後想を被覆する

……・…… .…… -……………………・……… -……・・コウチュウ 目の一部

前麹は革質か羊革紙質、網目状の超脈をもち、後超は前期の下に扇

子状に畳まれる ………………………………………バッタ目 (直遡目)

7. 鮒節末端節は鮒節胞に終わり、発達した爪を欠く。遡は非常に細長

く、長い縁毛を持つ…………………………………アザミウマ目の一斉ー;

附節末端節はよく発達した爪をそなえる。遡は幅広く、長い緑毛を

欠く、長い縁毛を持つときには (小ガ類)表面が鱗片に覆われる… 8

8. 迎は全面か少なくとも部分的に鱗片に覆われる。口器は通常コイル

状の管となる…………………………………チョウ目 (麟恕目) の一部

趨は透明か微毛に覆われ、鱗片を欠く……………………………… 9

9. 口器は頭の基部下面から生じ吸収に適した有節の管状の口吻となり、

前脚の基部間に伸びる…………………………………カメムシ目の一部

口器は唄唱型で咳みかつ岨喝に適し、頭部の前方あるいは下面に位
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置する 

10.附節は4 節からなり、前翅は後翅とほぽ等大 

 シロアリ目（等翅目）の一部 

附節は5節からなり、前翅は後翅より長く大きい 

 ハチ目（膜翅目）の一部 

I '‘ 口器は咀嚼型 12 

口器は吸収型で針状か管状 17 

12，口器は頭の中に引き込むことができ、末端は常に現われる。通常腹 

部に跳躍器を持ち、跳躍する ・ トピムシ目 

口器は自由で頭の中に引き込まれない。腹部には跳躍器を持たない 

 13 

13．腹部は基部で細まりくびれる ハチ目の一部 

腹部はくびれない 14 

14，後脚の腿節は膨大し、跳躍に適応する 

後脚は正常で跳躍のため特化しない 15 

15．尾毛をそなえる 16 

尾毛を欠く。体はよく武装され、触角は普通11節 

 コウチュウ目のー部 

バッタ目の一部 16.踏節は5節。体は長く棒状かまたは扇平で葉状 

踏節は4節。体は棒状でも葉状でもなくほぽ円筒形 

バッタ目の一部 

 シロアリ目一音β 

17.鮒節の末端は爪を欠き附節胞となる アザミウマ目の一部 

附節の末端はよく発達した爪をそなえる カメムシ目の一部 

バッタ目成虫の科への検索表 

1 ，体は細長く棒状か扇平で葉状。前胸は短い。後翅は跳躍のため膨大 

しない。附節は5節 ナナフシ科 

体は棒状でも葉状でもない。前胸は中庸の大きさ。後脚の腿節は跳 

躍に適し膨大する。鮒節は4 節以下 2 

2．前脚の座節は幅広く掘削に適した形となる。附節は1 -3 節からな 
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置する………………………………………………………………………10

10, 附節は 4節からなり、前週は後迎 とほぼ等大…………………………

………………………………………………シロアリ目 (等縄目) の一部

鮒節は 5節からなり、前超は後迎より長く大きい……………………

……………………………………………………ハチ目 (膜遡目) の一部

11. ロ器は1脱帽型……………………………………………………………12

ロ器は吸収型で針状か管状……………………………………………17

12‘ロ器は頭の中に引き込むことができ、末端は常に現われる。通常腹

部に跳躍器を持ち、跳躍する…………………………………トピムシ目

ロ器は自由で頭の中に引き込まれない。腹部には跳躍器を持たない

………………………………………………………………………………13

13.腹部は基部で細まりくびれる……………………………ハチ目の一部

腹部はくびれない………………………………………………………14

14,後脚の腿節は膨大し、跳躍に適応する………………バッタ目の一部

後脚は正常で跳躍のため特化しない…………………………………15

15. 尾毛 をそなえる…………………………………………………………16

尾毛を欠 く。体はよく武装され、触角は普通 11節……………………

…………………………………………………………コウチユウ目の一部

16,鮒節は 5節。体は長く棒状かまたは扇平で葉状……バッタ目の一部

鮒節は 4・節。体は棒状でも葉状でもなくほぼ円筒形…………………

………………………………………………………………シロアリ目一部

17,断節の末端は爪を欠き鮒節胞となる……………アザミウマ目の一部

鮒節の末端はよく発達した爪をそなえる…………カメムシ目の一部

バッタ目成虫の科への検索表

1, 体は細長く棒状か扇平で葉状。前胸は短い。後迎は跳躍のため膨大

しない。鮒節は 5節……………………………………………ナナフシ科

体は棒状でも葉状でもない。前胸は中庸の大きさ。後脚の腿節は跳

躍に適し膨大する。附節は 4節以下…………………………………… 2

2. 前脚の鰹節は幅広く掘削に適した形となる。附節は 1~3 節からな
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る。産卵管は短く突出しない 

前脚の脛節は幅広くならない。踏節は2 -4 節からなる 3 

3.触角は体より短く、30節以下で普通線状、まれに棍棒状または鋸歯 

状。聴器のあるときには腹部の基部近くに位置し、一部あるいは全部 

が翅の基部で覆われる。産卵管は短い ノ寸ッタ科 

触角は体よリ長いか等長、30節以上で非常に細長い。聴器のあると 

きには前脚の脛節基部近くに位置する。産卵管は長い 4 

4 .附節は3節以下、産卯管は通常細長く針状 コオロギ科 

少なくとも中・後脚の附節は4 節からなる。産卵管は通常長く剣状 

か鎌状 キリギリス科 

シロアリ目の兵蟻による科への検索表 

1 .頭部は前方に額腺をそなえ、複眼を欠くかまたは微かに認められる 

 2 

頭部は額腺を欠き、複眼は白色またはまれに着色した徴小眼による 

斑紋となる。大あごはしばしば強大な歯をそなえる 

 レイビシロアリ科 

2．前胸背は鞍形、前方に明瞭な葉片をそなえ、頭部は鼻状に伸び、大 

あごに歯をそなえる シロアリ科 

前胸背は扇平、前方に葉片を欠き、頭部は鼻状に伸びず、大あごに 

は歯をそなえない 

アザミウマ目の科への検索表 

1 ．腹部末端節は雄では幅広く丸まり、雌では円錐形。雌は通常鋸状の 

産卵管をそなえる。翅には翅脈があり、前翅には翅端に達する1 -2 

本の縦脈をそなえる アザミウマ科 

腹部末端節は両性とも管状。雌は特別な産卵管を欠くか、短い。翅 

端に達しない1縦脈をそなえる クダアザミウマ科 

-215-

る。産卵管 は短 く突 ,.."しない………………………………………ケ ラネミ÷

前脚1の腫節は幅広 くならない。定付節は 2~4 節からなる………… 3

3. 触角は体より短く、30節以下で普通線状、まれに梶棒状または鋸歯

状。聴器のあるときには腹部の基部近くに位置し、一部あるいは全部

が麹の基部で覆われる。産卵管は短しー………………………・バッタ料.

触角は体より長いか等長、30節以上で非常に細長い。聴器のあると

きには前脚の腰節基部近 くに位置する。産卵管は長しー……………・4

4,# 付節は 3節以下、産卵管は通常細長 く針状………………コオロギ科

少なくとも中・後脚の鮒節は 4節からなる。産卵管は通常長く剣状

か鎌状…………………………………………………………キリギリス科

シロアリ目の兵蟻による科への検索表

1. 頭部は前方に額腺をそなえ、複眼を欠くかまたは微かに認められる

……………………………………………………………………………… 2

頭部は額腺を欠き、複眼は白色またはまれに着色した微小眼による

斑紋となる。大あごはしばしば強大な歯をそなえる……………………

""" …… "………………………………………………・レイピシロア リ科

2, 前胸背は鞍形、前方に明瞭な葉片をそなえ、頭部は鼻状に伸び、大

あごに歯をそなえる‐‐…………… -…………………………・シロアリ料

前胸背は扇平、前方に葉片を欠き、頭部は鼻状に伸びず、大あごに

は歯をそなえない…………………………………ミゾガシラシロアリ料

アザミウマ目の科への検索表

1. 腹部末端節は雄では幅広く丸まり、雌では円錐形。雄は通常鋸状の

産卵管をそなえる。麹には麹脈があり、前縄には遡端に達する 1~2

本の縦脈をそなえる…………………………………………アザミウマ科

腹部末端節は両性とも管状。雌は特別な産卵管を欠くか、短い。細

端に達しない 1縦脈をそなえる………………………クダアザミウマ科
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カメムシ目の亜目への検索 

1 ，口吻の基部は普通前脚の基部に接する。喉部は短いか膜質。前胸背 

は小形。翅は通常前・後翅共に同質で、背面へ屋根形に畳まれている。 

附節は1節か3節（アワフキムシ、セミ、ツノゼミ、ョコバイ、ウン 

カ、ハゴロモ、キジラミ、コナジラミ、アブラムシ、カイガラムシ） 

 ョコバイ亜目 

口吻の基部は普通前脚の基部に接しない。喉部はよく発達し長い0 

前胸背は大形。前翅の基部は厚化し末端は膜質となり、後翅は膜質で 

静止時には共に背面へ扁平に重なりあって置かれる。附節は普通3節 

（カメムシ、グンバイムシ） ・  ・・・・ー カメムシ亜目 

カメムシ亜目の科への検索 

1 .触角は4節からなる 

触角は5節からなる 

2．前翅は外見上多少レース状でその小網目室は普通中央が膜質となる。 

体は網目状の彫刻を付し前胸節はほとんど小楯板に覆われる。単眼を 

欠く。鮒節は2節 グンバイムシ科 

前翅と体は網目状でない。前胸背は普通小楯板に覆われない、覆わ 

れる場合には単眼をそなえるか鮒節は3節 

3．爪は基部に褥盤を欠く。口吻は3節からなる メクラカメムシ科 

爪は常に褥盤をそなえる。口吻は一般に4節からなる 4 

4．前翅の膜質部はしばしば癒合した多数の縦脈をそなえる。単眼をそ 

なえる ・ ヘリカメムシ科 

前翅の膜質部には普通少数の翅脈をそなえる． 多数の分岐脈をそな 

える場合には単眼がない 5 

5．単眼をそなえる。上翅の膜質部は6本以下（普通4 -S 本）の主縦 

脈をそなえる ・ ナガカメムシ科 

単眼を欠く。上翅の膜質部は7本以上の主縦脈をそなえる 

 ホシカメムシ科 

6．腫節は強い棘をそなえる。中・後基節は先端に密な堅い毛の房をそ 

なえる 
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カメムシ目の亜目への検索

1. ロ吻の基部は普通前脚の基部に接する。喉部は短いか膜質。前胸背

は小形。麹は通常前・後遡共に同質で、背面へ屋根形に畳まれている。

断節は 1節か 3節 (アワフキムシ、セミ、ツノゼ ミ、ヨコバイ、ウン

カ、ハ ゴロモ、 キジラ ミ、 コナ ジラ ミ、 アブ ラム シ、 カイガ ラム シ )

……………… .… -……… -…………………… -…………・・ヨコバイ亜目
、

.

ロ吻の基部は普通前脚の基部に接しない。喉部はよく発達し長い。

前胸背は大形。前週の基部は厚化し末端は膿質となり、後迎は膜質で

静止時には共に背面へ周平に重なりあって置かれる。鮒節は普通 3節

(カメムシ、グンバイムシ)…………………………………カメムシ亜 目

カメムシ亜目の科への検索

1. 触角は 4節からなる……-… -…… ""………………………………・2

触角は 5節からなる…………………………………………………… 6

2. 前趨は外見上多少レース状でその小綱目室は普通中央が膜質となる。

体は網目状の彫刻を付し前胸節はほとんど小楯板に覆われる。単眼を

欠 く。鮒節は 2節…………………………………………グンバイ,ムシ科

前週と体は網目状でない。前胸背は普通小楯板に覆われない、覆わ

れる場合には単眼をそなえるか附節は 3節…………………………… 3

3, 爪は基部に裾盤を欠く。ロ吻は 3節からなる……メクラカメムシ科

爪は常に裾盤をそなえる。ロ吻は一般に 4節からなる…………… 4

4. 前週の膜質部はしばしば癒合した多数の縦脈をそなえる。単眼をそ

なえる………………………………………………………ヘリカメムシ科

前組の膜質部には普通少数の遡脈をそなえる。多数の分岐脈をそな

える場合には単眼がなしー……………………………………………….0

5. 単眼をそなえる。上超の膜質部は 6本以下 (普通 4~5 本) の主縦

脈をそなえる=……………………………………………・ナガカメムシ科

単眼を欠く。上遡の膜質部は 7本以上の主縦脈をそなえる…………

………………………………………………………………ホシカメムシ科

6. 雁節は強い糠をそなえる。中・後基節は先端に密な堅い毛の房をそ

なえる………………………………………………………ツチカメムシ科
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腫節は無棘か弱い棘をそなえる。中・後基節は先端に密な堅い毛の 

房がない 7 

7．小楯板は非常に大きく、U字形に後方に延び腹部背面の大部分を覆 

う。前超の革質部の不透明部は末端の方に著しく狭まる 

キンカメムシ科 

小楯板はほとんど常に後方に狭まり多少三角形。前翅の革質部の不 

透明部分は亜三角形で末端に幅広くなる カメムシ科 

ョコパイ亜目の科への検索表 

1．口吻の頭部の基部から生じ、鮒節は少なくとも中・後脚で3節。触 

角は非常に短く、末端に刺毛をそなえる。活発な自由生活者。頚吻類 

（アワフキムシ類、セミ、ツノゼミ、ミミズク、ョコバイ類、ハゴロ 

モ類、ウンカ類）  2 

口吻は前脚基節間から生ずるが、一部の雄のカイガラムシとアブラ 

ムシでは欠くものもいる。附節は2 または1節。触角は普通よく発達 

し糸状で末端刺毛を欠く。不活発か定着して動かない。腹吻群（キジ 

ラミ、コナジラミ、アブラムシ類、カイガラムシ類）  11 

2 .単眼は頭項の複眼間か、頭部の前縁あるいは前頭上に位置する。肩 

板を欠く。各中脚の基節は短く、左右近接し、.後脚の基節は可動。前 

翅の啓脈は互いにほぽ平行した2本か‘1本 3 

単眼は複眼の下か、その近く（普通頬の凹み）に位置する。肩板は 

鱗片状で、前翅の基部と前胸背の側面との間に存在する。各中脚の基 

節は長く、左右相離れ、後脚の基節は後胸と癒合して動かない。前翅 

は通常2本の臀脈を持ち、それらは末端で連らなりY字状となる。ノ、 

ゴロモ類、ウンカ類 9 

3.単眼は3個で頭頂に相接して存在する。褥盤（脚の爪間盤）を欠く。 

後脚で跳躍しない。雄は腹部の基部両側に発音器をそなえる。大型種 

が多く、仔虫は土中で生活する セミ科 

単眼は2 まれに3個かあるいは欠く。舞盤は大形。後脚で跳躍する 

が、発音器はない 4 
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鰹節は無嫁か弱い疎をそなえる。‘fi・後基節は先端に密な堅い毛の

房がない…………………………………………………………………… 7

7. 小楯板は非常に大きく、U字形に後方に延び腹部背面の大部分を覆

う。前週の革質部の不透明部は末端の方に著しく狭まる………………

………………………………………………・……………"キンカメムシ科

小楯板はほとんど常に後方に狭まり多少三角形。前遡の革質部の不

透明部分は亜三角形で末端に幅広くなる……………………カメムシ希ト

ヨコバイ亜目の科への検索表

1, 口吻の頭部の基部から生じ、附節は少なくとも中・後脚で 3節。触

角は非常に短く、末端に刺毛をそなえる。活発な自由生活者。願吻類

(ア ワフ キム シ類、 セ ミ、 ツ ノゼ ミ、 ミミズ ク、 ヨコバ イ類 、ハ ゴロ

モ類、ウンカ類) ………………………………………………………… 2

口吻は前脚基節間から生ずるが、一部の雄のカイガラムシとアブラ

ムシでは欠くものもいる。鮒節は 2または 1節。触角は普通よく発達

し糸状で末端刺毛を欠く。不活発か定着して動かない。i腹吻群 (キジ

ラ ミ、 コナ ジラ ミ、 アブ ラム シ類、 カイガ ラム シ類 ) ……………… 11

2. 単眼は頭頂の複眼間か、頭部の前緑あるいは前頭上に位置する。肩

板を欠く。各中脚の基節は短く、左右近接し、後脚の基節は可動。前

紐の腎脈は互いにほぼ平行・した 2本か 1本………………‐‐………… 3

単眼は複眼の下か、その近く (普通頗の凹み) に位置する。肩板は

鱗片状で、前週の基部と前胸背の側面との間に存在する。各中脚の基

節は長く、左右相離れ、後脚の基節は後胸と癒合して動かない。前恕

は通常 2本の瞥脈を持ち、それらは末端で連らなりY字状となる。ノ・

ゴロモ類、ウンカ類……………………………………………………… 9

3. 単眼は 3個で頭頂に相接して存在する。栂盤 (脚の爪間盤) を欠く。

後脚で跳躍しない。雄は腹部の基部両側に発音器をそなえる。大型種

が多く、仔虫は土中で生活する……………………………………セミ科

単眼は 2まれに 3個かあるいは欠く。標盤は大形。後脚で跳躍する

が、発音器ぱなしー………………………………………………………・4
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4．前胸はしばしば大きくなる。前胸背は腹部の基部を越えて頭巾状あ 

るいは種々な形状の突起となって後方に伸び小楯板を多少覆ったり、 

腹部に達するか、あるいは単に隆起するたげで突起を欠く 

 ツノゼミ科 

前胸は異常に大きくならない。前胸背は腹部の基部を越えて後方に 

伸びない 5 

5．後脚の基節は横に長く、後胸腹板の側方に張り出す。各脚のJI 節は 

隆起条と2刺毛列をそなえる 6 

後脚の基節は短く円錐形で側方に張り出さない。各脚の腫節は円筒 

形で滑らか。後脚の』‘節は普通1 -2本の強大な棘と末端に微刺群を 

そなえる。仔虫は一般に茎に泡をつけその中で生息する 8 

6．前頭の上方は顕著に高まって突出し、その後方部は頭部上面の大部 

分である冠部の後方に位置し、頭部の前面からは見えない 7 

前頭の上部は高まらず、ときに狭い縁部として現れる。単眼は前面 

より見える ョコバイ科 

7.前頭の側縫合線は冠部の前縁を越えて単眼の位置近くまで連統して 

伸びる オオョコバイ科 

前頭の側縫合線は冠部の前縁を越えて延長するか、冠部の前縁を越 

えて消失する 

8．前胸背の前縁は複眼間で直線となるか、またはわずかに湾曲する。 

前胸背は普通強大で頭部よりはるかに幅広く、その前側緑は後側縁と 

等長かあるいはより長い。前頭は普通前方に多少張り出し、頭部は触 

角の上方に厚い葉状方の緑をそなえる コガシラアワフキ科 

前胸背の前縁は複眼問で顕著に湾曲しているか角張る。前胸背はあ 

まり大きくなく、一般に頭部より幅広くなく、前側縁は後側縁よりは 

るかに短い。頭部は基部で膨らみ、その上方の隆起縁は厚くも葉片状 

にもならない アワフキ科 

9.後脚の第2附節はあまり小さくなく、その先端は直線に裁断される 

か湾入し小棘列をそなえる シタベニハゴロモ科 

後脚の第2附節は小さいか非常に小さく、先端は円いか尖がり、棘 
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4, 前胸はしばしば大きくなる。前胸背は腹部の基部を越えて頭巾状あ

るいは種々な形状の突起となって後方に伸び小楯板を多少覆ったり、

腹部に達するか、あるいは単に隆起するたげで突起を欠く……………

……………………………………………………………………ツノゼミ科

前胸は異常に大きくならない。前胸背は腹部の基部を越えて後方に

伸びなし一………………………-………………………………………-5

5. 後脚の基節は横に長く、後胸腹板の側方に張り出す。各脚の鰹節は

隆起条と2刺毛列をそなえる…………………………………………… 6

後脚の基節は短く円錐形です則方に張り出さない。各脚の脚節は円筒

形で滑らか。後脚のi駆節は普通 1~2 本の強大な嫁と末端に徴刺群を

そなえる。仔虫は一般に茎に泡をつけその中で生息する…………… 8

6, 前頭の上方は顕著に高まって突出し、その後方部は頭部上面の大部

分である冠部の後方に位置し、頭部の前面からは見えなし←………・7

前頭の上部は高まらず、ときに狭い緑部として現れる。単眼は前面

より見える…・""………………………………………………・ヨコバイ科

7. 前頭のィ則縫合線は冠部の前緑を越えて単眼の位置近くまで連続して

伸びる…………‐‐………………………… -……………・オオヨコバイ科

前頭のィ則縫合線は冠部の前緑を越えて延長するか、冠部の前緑を越

えて消失する…………"………………………………………・ミミズク科

8, 前胸背の前縁は複眼間で直線となるか、またはわずかに湾曲する。

前胸背は普通強大で頭部よりはるかに幅広く、その前側縁は後側緑と

等長かあるいはより長い。前頭は普通前方に多少張り出し、頭部は触

角の上方に厚い葉状方の緑をそなえる……………コガシラアワフキ科

前胸背の前緑は複眼間で顕著に湾曲しているか角張る。前胸背はあ

まり大きくなく、一般に頭部より幅広くなく、前側緑は後側緑よりは

るかに短い。頭部は基部で膨らみ、その上方の隆起緑は厚くも葉片状

に もな らない………………………・・…‐‐………・・…・………・ア ワフキ科

9, 後脚の第 2附節はあまり小さくなく、その先端は直線に裁断される

か湾入し小練列をそなえる…………………………シタベニハゴロモ科

後脚の第 2濯付節は小さいか非常に小さく、先端は円いか尖がり、疎
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を欠くか、棘があっても両側に1棘だけをそなえる 10 

10．後脚の第2附節は小さくなく、両側に各1棘をそなかる 

 アオバハゴロモ科 

後脚の第2附節は小さく、棘を欠く ハゴロモ科 

u ．各脚の附節は2節で時に第1節は退化する。爪は1対。雌雄ともに 

翅は2対で静止時には背面上に屋根型に保たれる 12 

各脚の鮒節は通常1節。爪はI個。雌は無翅でときに脚を欠き、若 

齢期以外は植物に固着し動かない。雄は通常前翅のみを持ち静止した 

ときには背面上に重ねる。カイガラムシ類 15 

12，細長い脚を持ち跳躍しない。前・後両翅ともに弱々しい膜質で透明 

か白色不透明。触角は3 -.-- 7節 ’ 13 

成虫は太く．、よく発達した腿節を持ち跳躍する。前脚は後朋はり多 

少とも堅く、いくらか革質化している。触角は長く普通10節 

 キジラミ科 

13．両翅はほぽ同じ大きさで普通不透明で帯白色であるが、煤色で斑点 

や帯により斑になるものもいる。各脚の附節は同じ長さの2節からな 

り、葉状か棘状の褥盤をそなえる。体翅ともに白粉に覆われる 

 コナジラミ科・ 

後脚は前翅より小さい。両翅は無色透明で、ときに有色。各脚の鮒 

節の基節はときに退化し、褥盤はほとんど退化する 14 

14．前翅縁紋の先端部分は第1径脈によって後縁が境され、末端のやや 

内方で径分脈が分岐する。普通管状管をそなえる。両性世代の雌は卵 

生で、夏の単性・世代の雌では胎生 アプラムシ科 

前翅縁紋の先端部の後方は径脈と径分脈が合併した脈によって境さ 

れ、径分脈は径脈から分岐しない。角状管はない。いずれの雌も卯生 

 カサアブラムシ科 

15．成長の全期間を通じて腹部気門は存在し、雄成虫は普通複眼をそな 

える ワタフキカイガラムシ科 

成長の全期間を通じて腹部気門はない。雄成虫は個眼の集団からな 

る複眼を欠く 16 
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を欠 くか、勲があっても両側に 1顛だけをそなえる…………………10

10. 後脚の第 2路節は小さくなく、両側に各 1娩をそなかろ……………

……………-…………………………………-………・・アオバハゴロモ科

後脚の第 2鮒節は小さく、嫌を欠く………………………ハゴロモ科

11.各脚の附節は 2節で時に第 1節は退化する。爪は 1対。雌雄ともに

趨は 2対で静止時には背面上に屋根型に保たれる……………………12

各脚の鮒節は通常 1節。爪は 1個。雌は無迎でときに脚を欠き、若

齢期以外は植物に固着し動かない。雄は通常前週のみを持ち静止した

ときには背面上に重ねる。カイガラムシ類……………………………15

12.細長い脚を持ち跳躍しない。前・後両遡ともに弱々しい膜質で透明

か白色不透明。触角は 3~7 節……:…………………………………・・13

成虫は太く.、よく発達した腿節を持ち跳躍する。前脚は後脚より多

少とも堅 く、いくらか革質化 している。触角は長く普通 10節…………

…………………………………………………… .…・…………・キジラミ科

13.両遡はほぼ同じ大きさで普通不透明で帯白色であるが、煤色で斑点

や帯により斑になるものもいる。各脚の鮒節は同じ長さの 2節からな

り、葉状か煉状の裾盤をそなえる。体迎ともに白粉に覆われる………

…………………………………………………………………コナジラミネ斗

後脚は前遡より小さい。両遡は無色透明で、ときに有色。各脚の鮒

節の基節はときに退化し、標盤はほとんど退化する…………………14

14.前週縁紋の先端部分は第 1径脈によって後縁が境され、末端のやや

内方で径分脈が分岐する。普通管状管をそなえる。両性世代の雌は卵

生で、夏の単性世代の雌では胎生…………………………アブラムシ矛斗

前麹緑紋の先端部の後方は径脈と径分脈が合併した脈によって境さ

れ、径分脈は径脈から分岐しない。角状管はない。いずれの雌も卵生

…………………………………………………-…・・…・・カサアブラムシ科

15,成長の全期間を通じて腹部気門は存在し、雄成虫は普通複眼をそな

える………………………………………………ワタフキカイガラムシ科

成長の全期間を通じて腹部気門はない。雄成虫は個眼の集団からな

る複眼を欠く………………………………………………………………16
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16．雌と若虫の腹部は前方の腹節と区別できる複合尾節に終り、肛門の 

開口部は簡単。体は薄い楯状の介殻に覆われる…マルカイガラムシ科 

雌と若虫の腹部は後方数節が癒合して尾節を形成しない。肛門は棘 

をそなえることが多い。体は介殻に覆われない 17 

17．雌は腹部の尾端に割れ目（肛腺）をそなえ、肛門はキチン化した肛 

板の1対で包まれる。若虫もまた割れ目を持ち、その両側は1個の顕 

著な剛毛のある小片か小板で境される。蝋腺は8字形に対をなさない 

 カタカイガラムシ科 

雌の腹部の尾端は中央で割れない。もし外観上割れ目があり弁状に 

なっている場合には若干の蝋腺が8字形に対をなして分布する 18 

18.蝋腺はおおよそ8字形に対をなして分布し、普通列状に並ぶ 

 フサカイガラムシ科 

蝋腺は8字形に対をなして配列しない 19 

19．背面裂口、腹面中央円板、および三角形蝋腺を持つ。剛毛と三角形 

蝋腺の集合した蝋座がある コナカイガラムシ科 

背面裂口、腹面中央円板、および三角形蝋腺、蝋座を欠く 20 

20，腹部末端は突出して1対の腹弁を形成する。管状蛾腺がある場合に 

は体の腹面に散在する。肛門の周辺には普通蛾腺と剛毛がある 

 フクロカイガラムシ科 

腹部末端は突出しない。管状蟻腺は腹部の亜周縁帯に配列される。 

肛門の周縁には蟻腺も剛毛もない タマカイガラムシ科 

コウチュウ目の科への検索表 

1 .触角の先端3 -8 節は各節が内側に著しく突出して左右不相称な球 

棍部となり、通常解状になる。前脚基節は非常に大きく、強く横位あ 

るいは円錐形や前胸腹板に突出し、小転節は隠れ、腹部の外見上の第 

1 腹節の前側方に前節の側片が認められる。成虫は食葉性害虫、幼虫 

は食根性害虫 コガネムシ科 

触角は左右相称、かりに鰓状になっても球棍部は8節以上の節から 

なる。前脚基節は小さいが露出した小転節をそなえる。腹部の外見上 
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16.雌と若虫の腹部は前方の腹節と区別できる複合尾節に終り、虹門の

開ロ部は簡単。体は薄い楯状の介殻に覆われる…マルカイガラムシ科

雌と若虫の腹部は後方数節が癒合して尾節を形成しない。虹門は戯

をそなえることが多い。体は介殻に覆われない………………………17

17.雌は腹部の尾端に割れ目 (旺腺) をそなえ、虹門はキチン化した延

板の 1対で包まれる。若虫もまた割れ目を持ち、その両側は 1個の顕

著な剛毛のある小片か小板で境される。蛾腺は 8字形に対をなさない

…………………………………………………………カタカイガラムシ科

雌の腹部の尾端は中央で割れない。もし外観上割れ目があり弁状に

なっている場合には若干の蝋腺が 8字形に対をなして分布する……18

18.蝋腺はおおよそ 8字形に対をなして分布し、普通列状に並ぶ………

……………………………………=“……“…………フサカイガラムシ科

蝋腺は 8字形に対をなして配列しない………………………………19

19.背面裂口、腹面中央円板、および三角形嫌腺を持つ。剛毛と三角形

蝋腺の集合した蟻座がある…………………………コナカイガラムシ科

背面裂ロ、腹面中央円板、および三角形蝋腺、蝋座を欠 く………20

20.腹部末端は突出して 1対の腹弁を形成する。管状蝋腺がある場合に

は体の腹面に散在する。虹門の周辺には普通蝋腺と剛毛がある………

………………………………………………………フクロカイガラムシ科

腹部末端は突出しない。管状蝋腺は腹部の亜周緑帯に配列される。

虹門の周縁には蝋腺も剛毛もない…………………タマカイガラムシ科

コウチュウ目の科への検索表

1. 触角の先端 3~8 節は各節が内側に著しく突出して左右不相称な球

根部となり、通常螺状になる。前脚基節は非常に大きく、強く横位あ

るいは円錐形や前胸腹板に突出し、・転節は隠れ、腹部の外見上の第

1腹節の前側方に前節の{則片が認められる。成虫は食葉性害虫、幼虫

は食根性害虫…………………………………………………コガネムシ科

触角は左右相称、かりに解状になっても胡冴昆部は 8節以上の節から

なる。前脚基節は小さいが露出した小転節をそなえる。腹部の外見上
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の第1節の前側方には前節の側片がない 2 

2．後脚の基節は後面がえぐられて腿節がはまり込む。触角は糸状、鋸 

歯状、櫛歯状などであるが、球棍状をなすことはほとんどない。前脚 

の基節窩は外側と内側が開く 3 

後脚の基節は後面がえぐられないか、えぐられた場合には触角は球 

桿状にならない。前脚の基節窩は外側か内側が部分的か完全に閉じる 

 5 

3 .腹部の外見上の第3と4腹板は癒合する 4 

腹部の外見上の第3と4 腹板は癒合しない。穿孔性害虫 

 クシヒゲムシ科 

4 .後胸腹板には通常横溝がある。横溝を欠くか不明瞭な場合には前胸 

腹板突起が中胸腹板を完全に区分して、先端は後胸腹板に達する。腹 

部の外見上の第1と第2腹板は癒合し、境界線は部分的に消失する。 

第1 -4 附節は多少とも下方に張リ出す。成虫はひっくり返されても 

跳ねない。穿孔性害虫、小形種の一部は食葉性害虫 タマムシ科 

後胸腹板には横溝を欠く。前胸腹板突起が後胸腹板に達することは 

ない。腹部の外見上の第1と2腹節腹板の境界線を完全。附節の基方 

4 節は通常下方に張り出さない。ベニコメツキ類を除き生きた成虫を 

裏返すと跳ね上がる。ー部の成虫が食葉性害虫、幼虫は食根性害虫・・・ 

 コメツキムシ科 

5．前脚の基節は通常多少突出し、全附節は5節。後翅の基節はしばし 

ば後縁がえぐられる 6 

前脚の基節は突出しないが、突出する場合には附節は前・中脚では 

5節、後脚では4節か、隠5節。後脚の基節は後縁がえぐれない…7 

6‘転節は腿節と直角に接統する。後脚の基節はえぐられる。触角は互 

に近接して前頭につくが、密着した球桿部を形成することはまれ。乾 

材害虫、種子害虫 シバンムシ科 

転節は腿節と斜に接統する。後脚基節はえぐられない。触角は互に 

離れて複眼の前につき、末端2 -3 節は球桿状となる 

 ナガシンクイムシ科 
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の第 1節の前側方には前節の{則片がない……………………………… 2

2. 後脚の基節は後面がえぐられて腿節がはまり込む。触角は糸状、鋸

歯状、櫛歯状などであるが、球根状をなすことはほとんどない。前脚

の基節宿は外側と内側が開く…………………………………………… 3

後脚の基節は後面がえぐられないか、えぐられた場合には触角は球

梓状にならない。前脚の基節腐は外側か内側が部分的か完全に閉じる

…………………………………………………"、………………………… 5

3. 腹部の外見上の第 3と4腹板は癒合する…………………………… 4

腹部の外見上の第 3と4腹板は癒合しない。穿孔性害虫……………

…ー……………………………………………… --- ……・クシヒゲムシ科

4, 後胸腹板には通常横溝がある。横溝を欠くか不明瞭な場合には前胸

膜板突起が中胸腹板を完全に区分して、先端は後胸腹板に達する。腹

部の外見上の第 1と第 2腹板は癒合し、境界線は部分的に消失する。

第 1~4 附節は多少とも下方に張り出す。成虫はひっくり返されても

跳ねない。穿孔性害虫、小形種の一部は食葉性害虫………タマムシ科

後胸腹板には横溝を欠く。前胸腹板突起が後胸腹板に達することは

ない。腹部の外見上の第 1と2腹節腹板の境界線を完全。蹄節の基方

4節は通常下方に張り出さない。ベニコメツキ類を除き生きた成虫を

裏返すと跳ね上がる。一部の成虫が食葉性害虫、幼虫は食根性害虫…

………………… … -………… .……… -… .… -- ………・・コメツキム シ科

5. 前脚の基節は通常多少突出し、全鮒節は 5節。後細の基節はしばし

ば後緑がえぐられる……………………………………………………… 6

前脚の基節は突出しないが、突出する場合には断節は前・中脚では

5節、後脚では 4節か、隠 5節。後脚の基節は後縁がえぐれない… 7

6. 転節は腿節と直角に接続する。後脚の基節はえぐられる。触角は互

に近接して前頭につくが、密着した球梓部を形成することはまれ。乾

材害虫、種子害虫……………………………………………シバンムシ科

転節は腿節と斜に接続する。後脚基節はえぐられない。触角は互に

離れて複眼の前につき、末端 2~3 節は球梓状となる…………………

…………………………………………………………ナガシンクイムシ科
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7.附節は通常5節が明瞭で、隠5節ではなく、もし隠5節の場合には 

頭部に咽喉板があり、触角の末端3節が球桿状になる 8 

附節は通常5節で第4 節が非常に小さく、幅広い第3にはまり込ん 

で一見4 節に見える。もし第4 節が露出する場合には頭部の咽喉縫合 

線は1本か、頭部に口吻がある 9 

8．各脚の鮒節は全て5節からなり、基節は多少とも突出する。腹部は 

外見上6 -7 節。触角は短く、多少とも鋸歯状。穿孔性害虫 

 ツツシンクイムシ科 

各脚の附節は通常全て5節ではない。 5節の場合には各脚の基節は 

突出しない。触角は糸状か、球桿状でまれに鋸歯状になることがある。 

腹部は通常5節からなリ、小さな第6節が現れることがある。食根性 

害虫、その他の習性の場合は被害が問題にならない。 

 ゴミムシダマシ科 

9．下辱は前基節、基節、亜基節の3部分からなる。頭部は口吻状に伸 

長せず、触角を収める溝はない。咽喉板は正常で、咽喉線は1対。触 

角には球桿部がないか、あるいは少なくとも末端3節が球桿部を形成 

しない 10 

下唇は基節と亜基節が癒合し、前基節と後基節の2 部分からなる。 

頭部は通常多少なりとも吻状に伸長し、多くは触角を収める溝がある。 

咽喉板は通常退化し、咽喉線は1本。触角は通常球桿部をもつ 12 

10.触角は多くの場合、体長の2/3 以上の長さがあり、通常前頭の痩 

起の上につく。全脚のii 節には2本の端距がある。穿孔性害虫 

 カミキリムシ科 

触角は通常体長の2 /3 より短く、痛起上につくことはまれ。腫節 

の端距はないか、あっても 本 11 

11.複眼は頭部の腹面に著しく拡張し、前縁は深くえぐられる。後脚腿 

節は扁平に広がり下方に歯状突起がある。前胸背側縁になる稜状の縁 

取りは顕著。尾節板は露出する。種子害虫 マメゾウムシ科 

複眼は頭部の腹面に著しく拡張しない。後脚腿節は通常単純で丸く 

膨れることがある。前胸背の側縁は縁取られない。尾節板はほとんど 
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7. 鮒節は通常 5節が明瞭で、隠 5節ではなく、もし隠 5節の場合には

頭部に咽 11僕板があり、触角の末端 3節が球梓状になる……………… 8

鮒節は通常 5節で第 4節が非常に小さく、幅広い第 3にはまり込ん

で一見 4節に見える。もし第 4節が露出する場合には頭部の咽喉縫合

線は 1本か、頭部に口吻がある………………………………………… 9

8. 各脚の附節は全て 5節からなり、基節は多少とも突出する。腹部は

外見上 6~7 節。触角は短 く、多少とも鋸歯状。穿孔性害虫…………

………… .・… -…… .“…… .…………………………・ツツシンクイムシ科

各脚の鮒節は通常全て 5節ではない。 5節の場合には各脚の基節は

突出しない。触角は糸状か、球棒状でまれに鋸歯状になることがある。

腹部は通常 5節からなり、小さな第 6節が現れることがある。食根性

害虫、その他の習性の場合は被害が問題にならない。…………………

……………………………………………………………ゴミムシダマシ科

9. 下唇は前基節、基節、亜基節の 3部分からなる。頭部は口吻状に伸

長せず、触角を収める溝はない。咽喉板は正常で、-咽喉線は 1対。触

角には球梓部がないか、あるいは少なくとも末端 3節が球梓部を形成

しない………・・……………… =“"………………“……………………・・10

下唇は基節と亜基節が癒合し、前基節と後基節の 2部分からなる。

頭部は通常多少なりとも吻状に伸長し、多くは触角を収める溝がある。

咽喉板は通常退化し、咽喉線は 1本。触角は通常球停部をもつ……12

10,触角は多くの場合、体長の 2/3 以上の長さがあり、通常前頭の腐

起の上につく。全脚の脚節には 2本の端距がある。穿孔性害虫………

…………… -………………………………………………・カミキリムシ科

触角は通常体長の 2/3 より短く、癌起上につくことはまれ。1躍節

の端距はないか、あっても一本…………………………………………11

11.複眼は頭部の腹面に著しく拡張し、前縁は深くえぐられる。後脚腿

節は周平に広がり下方に歯状突起がある。前胸背側緑になる稜状の緑

取りは顕著。尾節板は露出する。種子害虫……………マメゾウムシ科

複眼は頭部の腹面に著しく拡張しない。後顧1腿節は通常単純で丸く

膨れることがある。前胸背の側緑は縁取られない。尾節板はほとんど
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露出しない。食葉性害虫、一部の幼虫は食根性害虫 ハムシ科 

12，上唇は明瞭に認められる。小』思鬚は正常で曲げることができるっ種 

子害虫 ・ ‘・ヒゲナガゾウムシ科 

上唇は頭楯と癒合し認められない。小腮鬚は短く曲がらない 13 

13．口吻の下面には咽頭縫合線に連続する下口縫合線があり、これは内 

部の幅広い幕状骨に接続する。大あごには基部関節面がなく、縦長の 

溝がある。口吻はほとんど発達せず、体は円筒形のものが多い 14 

口吻の下面には咽頭縫合線に連統する下口縫合線がなく、内部の幕 

状骨は幅狭い。大あごには通常基部に関節面があり、機溝を欠く…15 

14.附節の第1節はそれより先の節の和より長い。体は円筒形。後胸腹 

板は長い。穿孔性害虫 ナガキクイムシ科 

附節の第1節はそれより先の節の和より明らかに短い。体は長卵形 

ないし円筒形。後胸腹板はそれほど長くない。穿孔性害虫、種子害虫 

 キクイムシ科 

15.腹部は少なくとも外見上の第1-4 腹板が同じように関節接合する。 

食葉性害虫 オトシブミ科 

腹部は外見上の第1-2 腹板が癒合し、第3 -5 腹板は関節接合す 

る 16 

16.触角は通常折れ曲らず通常球桿部はない。下唇髪は前基節の内側の 

深い凹みにつく。穿孔性害虫 

触角は通常くの字形に折れ曲り、球桿部をそなえる。下唇鬚は前基 

節内側の深い凹みにつがない。食葉性害虫、穿孔性害虫、食根陛害虫、 

種子害虫、まれに虫えい害虫 ゾウムシ科 

ハエ目成虫の科への検索表 

1 .触角は胸部より長い。触角は相等しい節からなる。体形は蚊に似る 

 タマバェ科 

触角は短く、基部3節が大きく、これに細長い刺毛がつく。体形は 

ハエに似る 2 

2 .前縁脈は亜前縁脈端の1箇所で切れ込む ハモグリバェ科 
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露出しない。食葉性害虫、一部の幼虫は食根性害虫…………ハムシ科

12.上唇は明瞭に認められる。小腺媛は正常で曲げることができる。種

子害虫…………………………………………………ヒゲナガゾウムシ科

上唇は頭楯と癒合し認められない。小聡援は短く曲がらなしー…・13

13. 口吻の下面には咽頭縫合線に連続する下ロ縫合線があり、これは内

部の幅広い幕状骨に接続する。大あごには基部関節面がなく、縦長の

溝がある。ロ吻はほとんど発達せず、体は円筒形のものが多い……14

ロ吻の下面には咽頭縫合線に連続する下口縫合線がなく、内部の幕

状骨は幅狭い。大あごには通常基部に関節面があり、機溝を欠く…15

14,鮒節の第 1節はそれより先の節の和より長い。体は円筒形。後胸腹

板は長い。穿孔性害虫…………………………………ナガキクイムシ科

鮒節の第 1節はそれより先の節の和より明らかに短い。体は長卵形

ないし円筒形。後胸腹板はそれほど長くない。穿孔性害虫、種子害虫

………………………………………“……・………-………・キクイムシ科

15.腹部は少なくとも外見上の第 1~4 腹板が同じように関節接合する。

食葉性害虫……………………………………………………オトシプミ科

腹部は外見上の第 1~2 腹板が癒合し、第 3~5 腹板は関節接合す

る……………………………………………………………………………16

16.触角は通常折れ曲らず通常球梓部はない。下唇髪は前基節の内側の

深い凹みにつく。穿孔性害虫………………………ミツギリゾウムシ科

触角は通常くの字形に折れ曲り、球梓部をそなえる。下唇髪は前基

節内側の深い凹みにつかない。食葉性害虫、穿孔性害虫、食根性害虫、

種子害虫、まれに虫えい害虫…………………………………ゾウムシ科

ハエ目成虫の科への検索表
.

・

1. 触角は胸部より長い。触角は相等しい節からなる。体形は敷に似る

……………………………………………………………………タマバエ科

触角は短く、基部 3節が大きく、これに細長い刺毛がつく。体形は

ハエに似る…………………………・"……・…………… "……………… 2

2, 前緑脈は亜前緑脈端の 1箇所で切れ込む……………ハモグリバ工科
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前縁脈は亜前緑脈端と肩横脈付近の2 箇所で切れ込む ミバェ科 

チョウ目成虫の科への検索表 

I ．前翅と後脚の翅脈は互に類似する。後翅は臀脈を除き10本以上の翅 

脈がいずれも翅縁に達する。前超は後縁基部に翅垂をそなえる。交尾 

口と産卵口が前後に近接する。幼虫は樹幹に穿孔する…コウモリガ科 

前翅と後脚の脈相は異なる。後翅は臀脈を除き8本以下の翅脈が翅 

縁に達する。前翅は後緑基部に超垂を欠く。交尾口は第8腹節に、産 

卵口は第9 ~8 腹節にあり、前後にかなリ離れている 2 

2 .触角は先端か、先端の少し手前で膨れるが、櫛歯状突起はなく、顕 

著な配列した毛を欠く。後翅は前縁基部に翅棘を欠く。静止時には翅 

を立てることが多い。チョウ類 3 

触角は先端で膨れず種々に変形する。通常後翅は前縁基部に翅棘を 

そなえる。静止時には翅を屋根形か水平に保つものが多い。ガ類…7 

3 .触角は基部が互いに広く離れ、末端が鉤状に曲る種類が多い。前翅 

の径脈は5分岐し中室から別個に生じている セセリチョウ科 

触角は基部が互いに近接し、末端が太く丸くなるが鈎状にはならな 

い。前翅の第4径脈と第5径脈は有柄…… 4 

4 ．前脚經節には葉状片があり、 2叉しない1対の爪がある。前超基部 

には短い第3腎脈があり、その末端は翅の内縁に向う。大形のチョウ 

 アゲハチョウ科 

前脚脛節には葉状片を欠き、 2叉した1対の爪をそなえる。前翅基 

部には第3 臀脈があっても末端は翅の内縁に向わず、第1+2 臀脈に 

平行して消失するか、または結合する。中形または小形のチョウ・・・5 

5．前脚は雌雄ともに変形せず、中・後脚と同じく爪は1対で各々が2 

叉する シロチョウ科 

前脚は普通雌雄異形で、雄または雌雄のものが変形する。中・後脚 

の爪は2 叉しない 6 

6．複眼の内縁は湾入し、触角基部に接する 

複眼の内縁は湾入し、触角基部から離れている マダラチョウ科 
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前緑脈は亜前緑脈端と肩横脈付近の 2箇所で切れ込む……ミバエ科

チョウ目成虫の科への検索表

1. 前期と後脚の細脈は互に類似する。後趣は腎脈を除き10本以上の遡

脈がいずれも迎緑に達する。前想は後緑基部に細垂をそなえる。交尾

口と産卵口が前後に近接する。幼虫は樹幹に穿孔する…コウモリガ科

前麹と後燭1の脈相は異なる。後遡は啓脈を除き8本以下の紐脈が地

縁に達する。前理は後縁基部に捌垂を欠く。交尾口は第 8腹節に、産

卵口は第 9~8 腹節にあり、前後にかな り離れている……………… 2

2. 触角は先端か、先端の少し手前で膨れるが、櫛歯状突起はなく、顕

著な配列した毛を欠く。後期は前緑基部に迎練を欠く。静止時には遡

を立てることが多い。チョウ類………………………………………… 3

触角は先端で膨れず種々に変形する。通常後期は前緑基部に遡触を

そなえる。静止時には遡を屋根形か水平に保つものが多い。ガ類… 7

3. 触角は基部が互いに広く離れ、末端が釣状に曲る種類が多い。前週

の径脈は 5分岐し中室から別個に生じている…………セセリチョウ科

触角は基部が互いに近接し、末端が太く丸くなるが釣状にはならな

い。前週の第 4径脈と第 5径脈は有柄………………………………… 4

4. 前脚鰹節には葉状片があり、 2叉しない 1対の爪がある。前紐基部

には短い第 3腎脈があり、その末端は迎の内縁に向う。大形のチョウ

………………………… -………-………………………・・アゲハチョウ科

前脚歴節には葉状片を欠き、 2叉した 1対の爪をそなえる。前迎基

部には第 3腎脈があっても末端は麹の内縁に向わず、第 1十 2瞥脈に

平行して消失するか、または結合する。中形または小形のチョウ… 5

5. 前脚は雌雄ともに変形せず、中・後脚と同じく爪は 1対で各々が 2

叉する…‐‐……………………………………………………シロチョウ科

前脚は普通雌雄異形で、雄または雌雄のものが変形する。.キー・後脚

の爪は 2叉しない……………………………………………………・…・・6

6. 複眼の内縁は湾入し、触角基部に接する……………シジミチョウ科

複眼の内縁は湾入し、触角基部から離れている……マダラチョウ科
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7.翅は正常で飛翔の機能をそなえる 8 

姐を欠くか、または前翅か後姐だけが退化し、飛翔の機能を欠く・・・ 

 35 

8 . 巾脈とその2本の分脈は完全で中央室に明瞭に存在する。前・後翅 

には第2肘脈をそなえ、径脈には小室がある。幼虫は枝・樹幹に穿孔 

する ポクトウガ科 

中脈とその2 本の分脈は不完全であるか、完全な時には前翅に小室 

を欠く 9 

9 .麹は大形で、超脈は原始的、後翅の亜前縁脈と径脈は普通中央室に 

沿い結合する 10 

翅は大形か小形で、よく発達した翅脈をそなえ、後翅の亜前縁脈と 

径脈は中央室を越えて癒合しないか、まれに癒合している 13 

10．前翅は径室をそなえる。超棘を欠く。頭部は毛隆起部を欠く‘幼虫 

は木室部に穿孔する コウシュガ科 

前翅は径室を欠く。無翅虫を除き翅棘をそなえる。幼虫は通常食葉 

性で、ミノムシの一部では花や樹皮を摂食する 11 

11．前翅の第1件脈は1横脈で結合するか、末端の手前で癒合している。 

幼虫はミノや簡巣の中で生活する ミノガ科 

前翅の第1啓脈と第2臀脈は結合せず、末端でも癒合しないか、あ 

るいは第1腎脈を欠く 12 

12．単眼をそなえる。口吻をよく発達する。頭部には毛隆起部をそなえ 

る。畳行性のものが多い マダラガ科 

単眼を欠く。口吻は著しく退化する。頭部には毛隆起部を欠く。幼虫 

は毒棘を持つものが多い イラガ科 

13.翅は堅く細い鱗片を持ち、大きな臀部をそなえる 14 

翅は軟らかい鱗片を装い、小さな臀部をそなえる 15 

14．後翅肘脈は管状脈として、少なくとも外縁部に存在する…メイガ科 

後翅肘脈は欠くか、あっても痕跡的で管状にならない マドガ科 

15.体は頑丈で長く、紡錘形で太く、活発に強飛する。前翅は第1啓脈 

をそなえる スズメガ科 
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7. 紐は正常で飛棚の機能をそなえる…………………………………… 8

遡を欠くか、または前趨か後恕だけが退化し、引せ棚の機能を欠く…

………………………………………………………………………………35

8,rll脈とその 2本の分脈は完全で中央室に明瞭に存在する。前・後遡

には第 2肘脈をそなえ、径脈には小室がある。幼虫は枝・樹幹に穿孔

す る・…・… -……………………・………… -………………・・ボク トウガ科

中脈とその 2本の分脈は不完全であるか、完全な時には前超に小室

を欠 く… --……………………………………………………・・…"……・9

9, 紐は大形で、遡脈は原始的、後遡の亜前緑脈と径脈は普通中央室に

沿い結合する……………………………………・…・……………………・10

迎は大形か小形で、よく発達した麹脈をそなえ、後趨の亜前縁脈と

径脈は中央室を越えて癒合しないか、まれに癒合している…………13

10.前細は径室をそなえる。棚嫌を欠く。頭部は毛隆起部を欠く。幼虫

は木室部に穿孔する…………………………………………コウシュガ料

前遡は径室を欠く。無理虫を除き迎練をそなえる。幼虫は通常食葉

性で、ミノムシの一部では花や樹皮を摂食する………………………11

11.前超の第 1腎脈は 1横脈で結合するか、末端の手前で癒合している。

幼虫はミノや筒巣の中で生活する……………………‐‐………ミノガ科

前遡の第 1瞥脈と第 2腎脈は結合せず、末端でも癒合しないか、あ

るいは第 1腎脈を欠く……………………………………………………12

12,単眼をそなえる。□吻をよく発達する。頭部には毛隆起部をそなえ

る。昼行性のものが多い………………………………………マダラガ科

単眼を欠く。 n吻は著しく退化する。頭部には毛隆一趣部を欠く。幼虫

は毒練を持つものが多しー………-………………………"……イラガ科

13, 麹は堅 く細い鱗片を持ち、大きな腎部をそなえる…………………14

遡は軟らかい鱗片を装い、小さな腎部をそなえる…………………15

14,後迎肘脈は管状脈として、少なくとも外縁部に存在する…〆イガネ斗

後麹肘脈は欠くか、あっても痕跡的で管状にならない……マドガ利・

15.体は頑丈で長く、紡錘形で太く、活発に強飛する。前遡は第 1腎脈

をそなえる……………-…………………………… -………・・スズメガ科
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体は細長く、紡錘形でない 16 

16.前超は通常第1瞥脈をそなえる。もし欠く時には翅がはなはだ狭い 

 17 

前超の第1臀脈は痕跡的かまたは欠く 30 

17.頭部は通常滑らか 18 

頭部は通常粗面 25 

18．径脈の分脈は普通4本とも存在し前緑に達する。後脚腫節は通常粗 

毛をそなえる ’ 19 

径脈の分脈は全く存在しない。第5径脈がある時には前縁に伸びる。 

後脚服節を通常滑らか 20 

19.翅には第1轡脈があリ、少なくとも翅縁部に存在する 

 マルハキバガ科 

前・後翅はいずれにも第1臀脈を欠く キバガ科 

20.翅は翅縁と翅脈を除き大部分が透明で鱗片を欠く。後翅の亜前縁脈 

は不明瞭。一見ハチに似る スカシバガ科 

翅は前面鱗毛に覆われ、後翅の亜前縁脈は明瞭 21 

21．後翅は幅広くよく発達した磐部を持ち、末端は丸まった梯形となる 

か、あるいは末端の下方でいくぶん凹み、しばしば縁毛よリ幅広くな 

る。翅脈はほlま完金 22 

後翅は磐部が発達せず、細い槍形で尖がるか線状で縁毛より幅広く 

ない。翅脈の多くは退化する 24 

22.後翅径脈と第1中脈とは互いに接近しているか結合し、あるいは幹 

脈をそなえる ヒロバキバガ科 

後翅径脈と第1中脈とは基部においてよく離れ、少なくとも翅緑に 

おける隔たりの半分ぐらいは互に離れる 23 

23．単眼は一般に大形で顕著。小腮鬚は小さく不明瞭 

 ハマキモドキガ科 

単眼ははなはだ小さいか、または欠く。小JJ 鬚は通常長く、前向き、 

上向き、時に内方に曲り3 --4 節からなるが、小さく1節のことがあ 

る スガ科 
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体は細長 く、紡錘形でなしー…………………………………………・16

16.前紐は通常第 1轡脈をそなえる。もし欠く時には細がはなはだ狭い

………………………………………………………………………………17

前超の第 1轡脈は痕跡的かまたは欠く………………………………30

17, 頭部は通常滑らか………………………………………………………18

頭部は通常粗面…………………………………………………………25

18.径脈の分脈は普通 4本とも存在し前緑に達する。後脚脚節は通常粗

毛をそなえる………………………………………………………………19

径脈の分脈は全く存在しない。第 5径脈がある時には前緑に伸びる。

後脚騨節を通常滑らか……………………………………………………20

19. 迎には第 1腎脈があ 1)、少なくとも理緑部に存在する………………

………………………………………………………………マルハキバガ矛斗

前・後迦はいずれにも第 1瞥脈を欠く………………………キバガ科

20.遡は紐緑と細脈を除き大部分が透明で鱗片を欠く。後紐の亜前緑脈

は不明瞭。一見ハチに似る…………………………………スカシバガ科

超は前面鱗毛に覆われ、後遡の亜前緑脈は明瞭……………………21

21.後遡は幅広くよく発達した腎部を持ち、末端は丸まった梯形となる

か、あるいは末端の下方でいくぶん凹み、しばしば緑毛より幅広くな

る。超脈はほぼ完全………………………………………………………22

後遡は瞥部が発達せず、細い槍形で尖がるか線状で緑‐毛より幅広く

ない。遡脈の多くは退化する……………………………………………24

22.後迎径脈と第 1中脈とは互いに接近しているか結合し、あるいは幹

脈をそなえる……・・………………………………………・ヒロバキバガ料

後週径脈と第 1中脈とは基部においてよく離れ、少なくとも地縁に

おける隔たりの半分ぐらいは互に離れる………………………………23

23. 単眼は一般に大形で顕著。小腺援は小さく不明瞭……………………

……………………………………………………………ハマキモ ドキガ矛SI.

単眼ははなはだ小さいか、または欠く。小隠髪は通常長く、前向き、

上向き、時に内方に曲り3~4 節からなるが、小さく1節のことがあ

る・……………………………………………………………………・・スガ科
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24．後脚脛節の中央と先端には輪生棘を、後脚鮒節の各節先端近くには 

輪生棘をそなえる マイコガ科 

後脚JI 節と附節には輪生棘がなく、後脚樫節には滑らかな長毛をそ 

なえる メムシガ科 

25.後翅径脈と第1中脈とは分離する。鬚はしばしば畳まれている‘''26 

後翅径脈と第1中脈とは一般に接近しているか共同の幹脈となる。 

鬚は三角形かあるいは突出している ・ 28 

26.翅は鳥翅状に深く割れる。前翅は2ないし4本に、後翅は3本に裂 

ける。脚は細長い・ 

翅は完全で割れない。脚の長さは中庸である 27 

27.触角の基節は大形になり、下面は凹み眼帽を形成する 

 ハモグリガ科 

触角の基節は眼帽を形成せず、時に鱗片の房かまたは刺毛櫛をそな 

える 

28.後翅は第1中脈を径分脈とともにそなえる。もし第1中脈がない場 

合には後翅の外縁が多少凹む 29 

後翅は第1中脈と第2中脈を欠き、径分脈だけが伸び、外縁は凹ま 

ない 

29．前翅第2肘脈は中室の3 /4 以内からでる・ 

前翅第2肘脈は中室の3 /4 を越えたところからでる 

 ホソハマキガ科 

30．腹部腹面の基部にはキチン室のよく発達した鼓膜または蓋片をそな 

える シャクガ科 

腹部には鼓膜または蓋片をそなえない 31 

31.後胸後側板の節片上には鼓膜または蓋片がある 32 

後胸後側板には鼓膜または蓋片を欠く 35 

32．前翅第2中脈は中室末端の中央またはその前からでる。肘脈は3本 

ある－ ・ シャチホコガ科 

前翅第2中脈は中室の中央の後からでる。肘脈は4 本に見える…昭 

33.後翅の亜前縁脈と径分脈は基部近くから分離しているか中室を越え 

 ハマキガ科 
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24.後脚腰節の中央と先端には輪生嫁を、後脚附節の各節先端近くには

輪生嫌をそなえる………………………………………………マイコガ料

後脚腫節と鮒節には輪生嫁がなく、後脚腫節には滑らかな長毛をそ

なえる……………………………………………………………〆ムシガ科

25.後遡径脈と第 1中脈とは分離する。蟹はしばしば畳まれている…26

後遡径脈と第 1中脈とは一般に接近しているか共同の幹脈となる。

媛は三角形かあるいは突出している……………………………………28

26,迎は鳥遡状に深く割れる。前麹は 2ないし4本に、後期は 3本に裂

ける。脚は細長い…………………………………………・;…・トリバガ科

週は完全で割れない。脚の長さは中庸である………………………27

27, 触角の基節は大形になり、下面は凹み眼帽を形成する.………………

…… -…………………… -……………… .…………………・ハモグリガ科

触角の基節は眼帽を形成せず、時に鱗片の房かまたは刺毛櫛をそな

える…………………………・……-…………・……… "…………ホソガ科

28.後遡は第 1中脈を径分脈とともにそなえる。もし第 1中脈がない場

合には後期の外縁が多少凹む……………………………………………29

後遡は第 1中脈と第 2中脈を欠き、径分脈だけが伸び、外縁は凹ま

ない……………………………………………………………シンクイガ科

29, 前週第 2月寸脈は中室の 3/4 以内からでる………………ハマキガ科

前週第 2月寸脈は中室の 3/4 を越えたところからでる………………

………………………………………………………………ホソハマキガ科

30,腹部腹面の基部にはキチン室のよく発達した鼓膜または蓋片をそな

える…………………………-…………………………………・シャクガ科

腹部には鼓膜または蓋片をそなえない………………………………31・

31.後胸後側板の節片上には鼓膜または蓋片がある……………………32

後胸後側板には鼓膜または蓋片を欠く………………………………35

32.前週第 2中脈は中室末端の中央またはその前からでる。肘脈は 3本

ある………………………"………………………………・シャチホコガ科

前期第 2中脈は中室の中央の後からでる。月寸脈は 4本に見える…33

33.後迎の亜前緑脈と径分脈は基部近くから分離しているか中室を越え
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て癒合し、基部近くで結合する時には癒合部が中室中央まで達してい 

ない 34 

後翅の亜前縁脈と径分脈とは中室の中央近くか、または中室を越え 

てたところまで癒合し、時に小さく基室を持つものもある 

 ヒトリガ科 

34．単眼をそなえる。後超l第2中脈は時に弱いか、まれに欠き、第1中 

脈は独立するか、または径分脈と非常に短い有柄となる。亜前縁脈と 

径脈とからなる基室ははなはだ小さく中室の1/6 より短い…ヤガ科 

単眼を欠く。後翅第2中脈は他の脈と同様に強く、第1中脈は径分 

脈と有柄を持ち、基室は中室の長さの1/flより長い ドクガ科 

35．前・後趣の第2中脈は第1より第3中脈の近くからでる 

 カレハガ科 

前・後翅の第2中脈は第Iより第3中脈の近くからでることはない 

 36 

36．後超には1本の臀脈がある ヤママユガ科 

後翅には2本の臀脈がある 37 

37.翅韓はよく発達し、後翅の長さの1/5 より長い オピガ科 

翅棘は痕跡的か、またはない カイコガ科 

38．脚は退化し、その機能を持たない。雌成虫は少なくとも産卵後まで 

蓑や巣筒から離れない 

脚は正常に発達する。幼虫が蓑や巣筒で生活する場合には、雌成虫 

は正常に蛹の殻や幼虫の巣筒を破りでてくる 39 

39．下唇髪は上向し、末端節は曲リ、細長く鋭い。口吻をそなえ、その 

基部は鱗粉に覆われる。短翅型で特に後翅は短い マルハキバガ科 

下唇鬚はそのようでない。口吻は痕跡的か欠く。前・後翅ともに退 

化するか、または欠く 40 

40.頭部には毛隆起がある。退化想lには重なり合った鱗粉と直立した鱗 

毛をそなえるか、または腹部が長い剛毛で覆われる シャクガ科 

頭部には毛隆起がない。痕跡的な翅と腹部は重なり合った鱗粉か軟 

毛に覆われるが直立した剛毛を欠く 41 
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て癒合し、基部近くで結合する--寺には癒合部が中室中央まで達してい

なし ………………………………………………………………………・34

後恕の亜前縁脈と径分脈とは中室の中央近くか、または中室を越え

てたところまで癒合 し、時に小さく基室を持つ ものもある……………

……………………………………………………………………ヒトリガ科

34. 単眼をそなえる。後遡第 2中脈は時に弱いか、まれに欠き、第 1中

脈は独立するか、または径分脈と非常に短い有柄となる。亜前緑脈と

径脈とからなる基室ははなはだ小さく中室の 1/6 より短い…ヤガ科

単眼を欠く。後趨第 2 7脈は他の脈と同様に強く、第 1中脈は径分

脈 と有柄を持ち、基室は中室の長さの 1/6 より長しー…… .ドクガ科

35. 前 ・後紐の第 2中脈は第 1より第 3中脈の近 くからでる……………

……………………………………………………………………カレハガ科

前・後細の第 2中脈は第 1より第 3中脈の近くからでることはない

………………………………………………………………………………36

36.後期には 1本の唇脈がある………………………………ヤママユガ科

後遡には 2本の轡脈がある……………………………………………37

37. 細触はよく発達 し、後遡の長さの 1/5 より長い…………オビガネsl.

迎糠は痕跡的か、またはない………………………………カイコガ科

38.脚は退化し、その機能を持たない。雌成虫は少なくとも産卵後まで

蓑や巣筒から離れない……………………………………………ミノガ科

脚は正常に発達する。幼虫が蓑や巣筒で生活する場合には、雌成虫

は正常に輔の殻や幼虫の巣筒を破りでてくる…………………………39

39. 下唇援は上向し、末端節は-由り、細長く鋭い。口吻をそなえ、その

基部は鱗粉に覆われる。短恕型で特に後週は短い……マルハキバガ科

下唇婚はそのようでない。口吻は痕跡的か欠く。前・後遡ともに退

化するか、または欠 く……………………………………………………40

40.頭部には毛隆起がある。退化紐には重なり合った鱗粉と直立した燐

毛をそなえるか、または腹部が長い剛毛で覆われる………シャクガ科

頭部には毛隆起がない。痕跡的な超と腹部は重なり合った鱗粉か軟

毛に覆われるが直立した剛毛を欠く……………………………………41
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41．体はかなリまばらな鱗毛に覆われる ミノガ科 

体は長い密な軟毛に覆われる ドクガ科 

チョウ目幼虫の主要科への検索表 

1 ，腹部には腹脚をそなえる 2 

腹部には腹脚を欠く 28 

2．腹部は末端の尾脚を含めて、 1 -3 対の腹脚をそなえる 3 

腹部は尾脚を含めて、 5対の腹脚をそなえる 4 

3 .腹脚先端下方にある爪は単列で数個からなる ヤガ科 

腹脚の爪は2 -3 列に並ぶ。ショクトリムシ シャクガ科 

4 ，腹部末端節の背面には長い角状突起をそなえる スズメガ科 

腹部末端節は角状突起を欠く 5 

5 .頭部と腹部の間は明瞭に収縮する セセリチョウ科 

頭部と腹部の間は収縮しない 6 

6．刺激をあたえると前胸背面から黄色ないし赤色のY字形の香気を出 

す角を突出する アゲハチョウ科 

このような香気角はない 7 

7．体表には肉状突起をそなえる 8 

体表には肉状突起を欠く 9 

8．尾脚には非常に縮小するか、または欠く シャチホコガ科 

尾脚は他の腹脚と同じか、これらより大きい タテハチョウ科 

9．体表には短い棘を持った明瞭な突起をそなえる。普通大形のケムシ 

で美しい色彩を持っている ヤママユガ科 

体表には短い棘を持った突起を欠く 10 

10．体表には棘のある剛毛をそなえる 11 

体表には棘のある剛毛をそなえない － 13 

11．体表の棘に触れると痛みまたは痒みを感ずる 12 

体表の棘に触れると痛みまたは痒みを感じない タテハチョウ科 

12．腹部には明瞭な腹脚をそなえる ドクガ科 

腹部には吸盤状をなした不明瞭な腹脚をそなえる イラガ科 
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41. 体はかな・)まばらな鱗毛に覆われる…………………………ミノガ科

体は長い密な軟毛に覆われる…………………………………ドクガ科

チョウ目幼虫の主要科への検索表

1, 腹部には腹脚をそなえる………………………………………………2

腹部には腹脚を欠く……………………………………………………28

2. 腹部は末端の尾脚を含めて、 1~3 対の腹脚をそなえる………… 3

腹部は尾脚を含めて、 5対の腹脚をそなえる……………………… 4

3. 腹脚先端下方にある爪は単列で数個からなる…………………ヤガ科

腹脚の爪は 2~3 列に並ぶ。ショクトリムシ……………シャクガ科

4. 腹部末端節の背面には長い角状突起をそなえる…………スズメガ科

腹部末端節は角状突起を欠く………………………………………… 5

5. 頭部と腹部の間は明瞭に収縮する……………………セセリチョウ科

頭部と腹部の間は収縮しなしー………………………………………・6

6. 刺激をあたえると前胸背面から黄色ないし赤色のY字形の香気を出

す角を突出する……………………………………………アゲハチョウ科

このような香気角はない……………………………………………… 7

7. 体表には肉状突起をそなえる………………………………………… 8

体表には肉状突起を欠く……………………………………………… 9

8. 尾脚には非常に縮小するか、または欠 く……………シャチホコガ科

尾脚は他の腹脚と同じか、これらより大きい………タテハチョウ科

9, 体表には短い鮫を持った明瞭な突起をそなえる。普通大形のケムシ

で美しい色彩を持っている…………………………………ヤママユガ料

体表には短い疎を持った突起を欠く…………………………………10

10. 体表には疎のある剛毛をそなえる……………………………………11

体表には顛のある剛毛をそなえない…………………………………13

11. 体表の糠に触れると痛みまたは樺みを感ずる………………………12

体表の隷に触れると痛みまたは洋みを感じなしー…・タテハチョウ科

12. 腹部には明瞭な腹脚をそなえる……………………………… ドクガ科

腹部には吸盤状をなした不明瞭な腹脚をそなえる…………イラガ科
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13．体表は剛毛に覆われる 14 

体表は無毛ないし不明瞭な剛毛をそなえる 19 

14．体表の剛毛は疎 シャチホコガ科 

体表の剛毛は密 15 

15．体毛は房状あるいは束状 16 

体毛は房状にも束状にもならない 18 

16．腹部背面の毛房は胸部の毛と同様 ドクガ科 

腹部には毛房をそなえない 17 

17.頭部には通常第2次剛毛（不要の散在した剛毛）をそなえる 

 ヒトリガ科 

頭部には第2次剛毛を欠く ヤガ科 

18．腹脚の絢爪は1列に並ぶ ヒトリガ科およびヤガ科 

腹脚の鈎爪は2列に並ぶ カレハガ科 

19．老熟幼虫の体は小さく2.5cm以下、黄色ないし緑色。葉を重ねた中 

で生活したり、茎の中にも入る メイガ科 

老熟幼虫の体は大きく2.5cm以上  20 

20．緑色ないし青色の毛虫で、体表はピロード状 シロチョウ科 

体色は上記とは異なり、体表面はビロード状でない 21 

21，毛虫はしばしば地表に這っている ヤガ科 

通常樹内か樹上にいて地表を歩行しない 22 

22．材部に穿孔する（新梢、球果に穿孔するシンクイムシを除く）…23 

材部に穿孔せずその他の習性をする 25 

23.腹脚の鈎爪は1列に並ぶ コウモリガ科 

腹脚の鈎爪は2列に並ぶ 24 

24．額は長く、頭項までの長さの2 /3 まで伸ぴる スカシバガ科 

額は短く、頭項までの長さの1/3 まで伸びる ボクトウガ科 

25．蓑の中に入って生活する 26 

蓑の中に入っていない 27 

26.蓑は葉、小枝などの小片に包まれる。普通大形種 ミノガ科 

蓑は葉の小片、絹糸、澱粉などで作られる。小形種…ツツミノガ科 
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13. 体表は剛毛に覆われる………………………………………………… 14

体表は無毛ないし不明瞭な剛毛をそなえる…………………………19

14.体表の剛毛は疎…………………………………………シャチホコガ科

体表の剛毛は密…………………………………………………………15

15. 体毛は房状あるいは束状……………………………………………… 16

体毛は房状にも束状にもならなし一…………………………………・18

16.腹部背面の毛房は胸部の毛と同様……………………………ドクガ科

腹部には毛房をそなえない……………………………………………17

17.頭部には通常第 2次剛毛 (不要の散在した剛毛) をそなえる………

…………………………………………………………………ヒトリガネJ←

頭部には第 2次剛毛を欠く………………………………………ヤガ科

18. 腹脚の鈎爪は 1列に並ぶ…………………‐‐ヒトリガ科およびヤガ科

腹脚の釣爪は 2列に並ぶ…‐‐………………………………カレハガ科

19,老熟幼虫の体は小さく2.5cm以下、黄色ないし緑色。葉を重ねた中

で生活したり、茎の中にも入る…………………………………〆イガ科

老熟幼虫の体は大きく2.5cm以上 ……………………………………20

20. 緑色ないし音色の毛虫で、体表はビロード状…………シロチョウ科

体色は 1・記とは異なり、体表面はビロード状でない………………21

21,毛虫はしばしば地表に這っている………………………………ヤガ科

通常樹内か樹上にいて地表を歩行しない……………………………22

22.材部に穿孔する (新梢、球果に穿孔するシンクイムシを除く) …23

材部に穿孔せずその他の習性をする…………………………………25

23, 腹脚の釣爪は 1列に並ぶ…………………………………コウモリガ科

腹脚の釣爪は 2列に並ぶ………………………………………………24

24, 額は長 く、頭頂までの長さの 2/3 まで伸びる………スカシパガ科

額は短く、頭頂までの長さの 1/3 まで伸びる………ボクトウガ科

25. 蓑の中に入って生活する………………………………………………26

蓑の中に入っていない……………………………‐‐…………………27

26, 蓑は葉、小枝などの小片に包まれる。普通大形種…………ミノガ科

蓑は葉の小片、絹糸、澱粉などで作られる。小形種…ツッミノガ科
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27．葉の中に穿入し生活する潜葉虫（ハモグリガ）  キバガ科 

葉巻虫、巣虫、種子や新梢の穿孔虫 ハマキガ上科 

28．潜葉虫 

食葉虫 ・ 29 

29.頭部は小さく普通前胸に引き込まれる シジミチョウ科 

頭部は中庸の大きさで、前胸の中に深く入らない イラガ科 

ハチ目成虫の科への検索表 

1 .腹部は胸部と幅広く接統し、腹部の第1と2節間はくびれない。胸 

部の気門は2対6 幼虫は通常胸脚と腹脚がある 2 

腹部の第1と2節間は深くくびれる。胸部の気門は3対。幼虫は無 

脚 

4 

2，左右の両頬部は後頭孔の後方で相接しない。前脚腫節距は2本ある 

 ハバチ科 

左右の両頬部は後頭孔の後方で相接する。前脚脛節の2本目の距は 

小さいか、またはこれを欠く 3 

3 .頸部の節片は幅より長さが大きい。雌の腹部末端節には角状の突起 

がない。小腮鬚は4 -7 節、下唇鬚は3 -4 節。前胸はU字形。中胸 

背板は横線がある。翅脈は完全で前縁室に横脈がある 

 クビナガキバチ科 

頸部の節片は長さより幅が大きい。雌の腹部末端節には角状の突起 

がある。小腮鬚は1節、下唇鬚は2 -3 節。前胸前面と後縁が凹む。 

中胸背には1対の斜の溝がある。前超の前縁室に横脈がない 

 キバチ科 

4 .翅がある 5 

翅がない アリ科（無翅虫） 

5 .前胸背板の両側は後方に伸び肩板まで達するが、胸部前方の気門を 

覆うことはない  アリ科（有翅虫） 

前胸背板の両側は肩板までのびないが、下方は伸長して胸部前方気 

門を覆う 6 
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27. 葉の中に穿入 し生活する潜葉虫 (ハモグ リガ ) …′………・・キバガ科

葉巻虫、巣虫、種子や新梢の穿孔虫……………………ハマキガ上科

28.潜葉虫……………………………………………………………ホソガ科

食葉虫……………………………………………………………………29

29, 頭部は小さく普通前胸に引き込まれる………………シジミチ ョウ科

頭部は中庸の大きさで、前胸の中に深く入らない…………イラガ科

ハチ目成虫の科への検索表

1. 腹部は胸部と幅広く接続し、腹部の第 1と2節間はくびれない。胸

部の気門は 2対。幼虫は通常胸脚と腹脚がある……………………… 2

腹部の第 1と2節間は深くくびれる。胸部の気門は 3対。幼虫は無

脚…………………………………………………………………………… 4

2. 左右の両類部は後頭孔の後方で相接しない。前脚雁節距は 2本ある

………………………………………………………………………ハパチ科

左右の両類部は後頭孔の後方で相接する。前脚鰹節の 2本目の距は

小さいか、またはこれを欠く…………………………………………… 3

3. 頚部の節片は幅より長さが大きい。雌の腹部末端節には角状の突起

がない。小膿婿は4~7 節、下唇援は3~4 節。前胸はU字形。中胸

背板は横線がある。迎脈は完全で前縁室に横脈がある…………………

……………………・……………………………………・・クビナガキバチ科

頚部の節片は長さより幅が大きい。雌の腹部末端節には角状の突起

がある。小腺撰は 1節、下唇髪は 2~3 節。前胸前面と後緑が凹む。

中胸背には 1対の斜の溝がある。前週の前緑室に横脈がない…………

………………………………………………………………………キバチ科

4. 趣がある………………………………………………………………… 5

迎がない ………………………………………………アリ科 (無想虫)

5. 前胸背板の両側は後方に伸び肩板まで達するが、胸部前方の気門を

覆うことはない …………………………………………アリ科 (有迎虫)

前胸背板の両側は肩板までのびないが、下方は伸長して胸部前方気

門を覆う…………………………………………………………………… 6
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6．上唇は幅より長さが大きい。触角下の縦走皺合線は触角挿入部の外 

緑部の方向に走る。前翅は肘室が2個 ハキリバチ科 

上唇は長さより幅が大きい。触角下の縦走縫合線は触角挿入部の内 

縁部の方向に走る。前翅は肘室が3個 コシブトハナバチ科 
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6. 上唇は幅より長さが大きい。触角下の縦走骸合線は触角挿入部の外

縁部の方向に走る。前週は肘室が 2個……………………ハキリパチ科

上唇は長さより幅が大きい。触角下の縦走縫合線は触角挿入部の内

縁部の方向に走る。前週は肘室が 3個……………コシプトノ・ナバチ科
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森林害虫名索引 

Abantたdes た如飢thics鳶 128 

A can娩叩hors岱功玩たornお  98 

Acan統叩りche re加ieri 28 

Achaea lienardi  79 

Achero解ha たchesお（クロメンガタスズメ）  66 

Sりlr  67 

Adens ゆidesnia 27 

Acrnaeodera aui施ra  92 

siたtゆennむ  92 

Ac庇emarginelia  36 

Acrididae （バッタ科）  10 

A crocerc叩S たc加たIた  33 

term訊aliae  33 

Acro加na wal,keガ 148 

Actias sekne  65 

Addaea trirnerona鷹 42 

A 庇なes abたt劫たeae  153 

Adelgidae （カサアブラムシ科） 153 

Adorets岱bimarg加atiお 13 

ca取訊osz鳶  13 

duvauce万  13 

lasiopygus  13 

たtirosti密 13 

nゆh元tics鳶  13 

Vのsl‘た鳶  13, 177 

Adoxop勿espmatana  25 

Aegenia omnatiaeformお 133 

AenetiおIなnんorus  128 
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森林害虫名索引
Ab α72""〆es なるツメばれ放たz馬… … … … … … … … … … … … … … … … … 128

Acαれ豹oのねo〆服 紗物化oγ72お …………………………………………98

月cm鰭ね一物切にた8 7霞“2好ぼ……………………………………………… 28

Acねαぞα‘彩れの淫ぎ………………………………………………………79

Ac脳知鰯如如c厳粛 (クロメンガタスズメ) ………………………66

s伊iX ……………・‐……………………………………………・67

Ac‘の禽可野欲郊粥α………………………………………………………27

Ac朔α8o(左m 伽 ?新em ………………………………………………92

s乾物 e““Zs……………………………………………………92

Ac “" 劇吻αzgg72可如 …………………………………………………… 36

Acrididae( バ ツタネヨ‐) … … … … … … … … … … … … … … … … … … .O

Aのりc締切のs‘"““Z郷如 ………………………………………………33

彰γmメタ娘Z如e ……………………………………………………33

Aののりのm w錫実効婆……………………………………………………148

Ac瓦αs se誇れβ ………………………………………………………… 65

Ad 〆"azzおZ伽の }“"互s ………………………………………………… 42

Adg 姿盗め〆鑑まゆ化β解 ………………………………………………153

Adelgidae( カサアブラムシ科 )…………………………………… 153

AαoだZzfs錠加α貿g粥餌z館……………………………………………… 13

cd増加os淵 ……………………………………………………13

4彩りα乙に8" ………………………………………………………13

如立物虫卵嬬 ……………………………………………………13

郷助けs云“s………………………………………………………13

勲功カメZficz岱 …………………………………………………… 13

抄8符"左fs ………………………………………………… 13,177

Aばo覚りめカタ{郊 P““"如“α ……………………………………………… 25

A増の血 の〃'〃αZ如斬o若粥禽……………………………………………133

AB" 磯郎′増煽りo“郎 …………………………………………………128
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exinius 128 

Aeoたn/lies sag“たta  36 

A eolesthes hoんsericea  98 

Ae統olix flavibasa傭  43 

Agガhお叩Uルntiお  92 

viridiss初nI's 92 

Agromyzidae （ハモグリバェ科）  175 

Agnルra bas訊0彪彪  43 

Agrotおゆsiんn（タマナヤガ） 179 

segetum  180 

A た召s sordidz岱  94 

Alcidodes (クraber  110 

b初zguたtus 110 

C玩chonae  110 

加em叩terus  110 

ルdifica勿γ  110 

mdii鳶CUh鳶  172 

p orrectirostris・ 172 

Sなbvi！んSi鳶  110 

A leurocanthus  152 

mang加rae 152 

meyrodidae（コナジラミ科） 152 

AIt/ia nivea  40 

AItica corusca  16 

cyanea  16 

Amb加吃玩us poricollお  21, 179 

んniternies evunc罪γ  186 

A msacta たc/inca  78 

んialeptes tri,tCSCた彪  99 

An妙he ye冗a/a  69 
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8児Z“2Zfs・"" ・・".・・・・“・… ・… ・・… … ・・… … … … … ・・・… … … .… ・128

Aeo如“豹gs sαg"如如 …………………………………………………36

4βo‘gs豹gs虐o′osg“" α ……………………………………………… 98

Ae豹o麻 自助溶解α娩 …………………………………………………43

4g ガム侍 o脚‘誇死ね婚 ……………………………………………………92

卵“〆Zs櫛“2錫巻……………………………………………………92

Agromyzidae( ハモグ リバエ科 ) ………………………………… 175

4gγ鱗87僚友zsf"o卿加 ………………………………………………… 43

Ag の臨 めs効 72(タマナヤガ)………………………………………179

sage 如テ“ … -"… .・… … … … … … … … … … … … … … … … … .180

A 如"s so〆〆殻zfs ……………………………………………………… 94

A‘“の露s"嫌防げ ……………………………………………………110

6ね72gz‘如Z"s…………………………………………………… 110

ばれcたoれαe …………………………………………………… 110

忽28772の彩れ侍 ………………………………………………… 110

′z‘〆齢cαZoγ…………………………………………………… 110

"z‘ぬz婚じ“"熔 ………………………………………………… 172

pのりHに於てフ"“s………………………………………………… 172

s関る“"偲娘s……………………………………………………110

4Zezぼりcα"Z初婚 ……………………………………………………… 152

粥鯛 g於 me ……………………………………………………152

A1eyrodidae( コナ ジ ラ ミ科 )… … … … … … … … … … … … … … … 152

A‘豹捻れかeα ……… .‐………………………………………………・40

Aなにαcの・侍cα ………………………………………………………16

Cyα728α .・" “ .".".""". … … .・… … .". … … … … … … … … ・16

A 伽 6か カメ"郷 P鯖 Zco椴 s … … … … … -… … … … … … =…・… …・21,179

A 加偽 物 2gse〃z‘““柁γ ……………………………………………… 186

4772sαc如 如c物2gq …………………………………………………… 78

A""/李鷲siγ1後鯖如如 …………………………………………………99

A72qz物 e 鍔 72α加 ……………………………………………………… 69
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Anarsた idioptila 37 

meたfl叩kC加  37 

Irなl功忽  37 

sagitた庇  37 

AnCおtrotermes cavi統orax  186 

Anobiidae （シバンムシ科）  170 

Anornaル 14 

ルrruグnea 14 

granum 14 

nitiduた 14 

Anomおβava  79 

leona 79 

sabulifera  79 

An叩んcnemおCurvゆes  163 

phas彪na  162 

A21叩lophora malasたca（ゴマダラカミキリ）  100 

AIi琉eraea pゆhた  65 

royたi 65 

An統叩hiたaegyp /たca  35 

Anthophoridae （コシブトハナバチ科）  142 

Anthribidae （ヒゲナガゾウムシ科） 171 

Antitrygodes  55 

cuneilinea  55 

Anna I,幼haenoides  80 

A onidielた02たnia僑  160 

Apate nionachus 95 

terebrans  95 

Aphididae （アブラムシ科）  153 

Aphrodisiuin hardwickianu2n  100 

Aphrophoridae （アワフキムシ科）  143 
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A72のs超ご洗わめれ履………………………………………………………37

'れe如?仰がgc如 …………………………………………………37

かを収め如 ………………………………………………………37

sαgfi加川α………………………………………………………37

A72cなおりZeγ粥es cα“物om 謬 ………………………………………… 186

Anobiidae( シバ ンムシ科 ) ……………………………………… 170

4%o 榊α如 ………………………………………………………………14

ル“似夢"如………………………………………………………14

gク寵72““2.・" ““・・・・・・・・・・・・・・・・・… … … … … … … … … … … … … ・,14

れiii〆"如…………………………………………………………14

A加加ZS月αm …………………………………………………………79

彰o72"……………………………………………………………79

sα無産施'復 ……………………………………………………79

4720弱oc“e削禽伽かゆ榔 ……………………………………………163

P脅僻如72α ……………………………………………………162

A れ(珍物 >加 川 “2α如観如G口 (ゴマ ダ ラカ ミキ リ) … … … … … … … … 10O

Aれ鹸の復eαPQ少々 忽 ……………………………………………………65

,′の'‘eZ…………………………………………………………… 65

A72豹oぬ廟如αeg努め『如餌 ……………………………………………… 35

Aj・thophoridae( コ シプ トハ ナバ チ科 ) … … … … … … … … … … 142

A hthribidae( ヒゲナガゾウムシ科 )……………………………… 171

472ZiかつgodBS ………………………………………………………… 55

α伽β"加8α ……………………………………………………55

A72"αかゆカ解れoZdgs …………………………………………………80

40 れ/戒彰′わ の彩れ如/大 ……………………………………………… 160

A汐α彰 772の2αc卿焔……………………………………………………… 95

(の移るm77s ………………………………………………………95

Aphididae( アブラムシ科 ) ……………………………………… 153

AP 毎リメお目′鎚んの感りたたね粥‘観 …………………………………… 10O

Aphrophoridae( ア ワ フ キム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 143
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Apあngんznaensお 172 

ni琉onom勿des  172 

Apoden鳶bおtrio后た鳶 20 

s'issu  20 

tranqueba7宛zお 20 

Ap ogonなcoriacea  177 

Ap叩勿ha chんγopたra  16 

sulca彪  16 

Apl初na c加erea  100 

germaガ  100 

A raecerus戸ZSCたUたtus 171 

Stお加γa僑 171 

Archips micaceanus  26 

occidenta鷹  26 

Arctiidae （ヒトリガ科）  77 

A 智y7ぞsthたi叩leura 132 

Argyresthiidae （メムシガ科）  132 

A 焼叩aたamczntes  54 

atrax 54 

A7九叩ahits tibe彪flits 101 

A7密tobたapproximator  101 

Ascotお seルnaria 55 

selenaria irnpara彪 56 

recゆrocarea 56 

A 功ho冗むha たntanae  167 

trichocecidaru7n 167 

A 功勿dotus destructor（ウスイロマルカイガラムシ） 160 

Asterolecaniidae （フサカイガラムシ科）  159 

Astertルcaniurn barnbusae（タケフサカイガラムシ） 159 

Atn'zetonychusperegrinus 22 
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APZO"g 勇mれα872s禽…………………………………………………… 172

72鷲勇めれの“省odes … … … … … … … … … … "… … … … … … …・172

AP0d 冴凝ろ禽Z“o如ご婚…………………………………………………20

s鵜艶‘……………………………………………川……川……20

籾口7242燭るα“"俳………………………………………………・・20

APOgto" 如 cの惚 cm ………………………………………………… 177

APOめた〆淑 c郷ののめ詑焔 ………………………………………………16

s"をα如 “……………………………………・"……・………… 16

AP “o72ααれeだα …………………………………………………… 100

geわ吻α" ………………………………………………………10O

A 焔gcg“侍方燭cた“ねれ岱………………………………………………171

s"隊郷メメお………………………………………………………171

A覚え多s伽たり""" 澱 …………………………………………………26

0ccギdB児友ばお …………………………………………………… 26

Arctiidae( ヒ トリガ科 ) ……………………………………………77

A'g明彫sご免如わが8鐸勉…………………………………………………132

Argyresthiidae( メ ム シガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 132

Aγ勿oめα如α“娘72蛇s …………………………………………………… 54

α云劣復匁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・“・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・“・・・・・・・・・" ・・・“・・・・・・・54

A‐後 oカメゑ岱おろ8超“瀦 ………………………………………………… 10I

Aγおわるねαのめ〆鵬劫H協Zoγ …………………………………………… 10I

Asc防蝕輝彦“α細α………………………………………………………55

sgを“α“"f粥少の暇加……………………………………………56

'健かαα“α……………………………………………………56

A 物姦o72メツZ遊 如飽超""≧……………………………………………… 167

存立力ocg α (ばα〆似加納“"・・・・・・・・・… … … ・… … … … ・・… … … " … ・・167

A 助力(わ粥s 吃 sz打にわγ (ウスイロマルカイガラムシ)…………… 160

Asterolecaniidae( フサ カ イ ガ ラム シ科 ) … … … … … … … … … 159

A 材em をcの"“粥 卿“2虜岱αe( タケフサカイガラムシ)…………… 159

A おれβわれ汐c彰鯖力8〆馨“すればs… … … … … …・・… … … … … … … …・…・・・22
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A tractocerus emaiginatus 91 

AI忽cus atlas  65 

Attelabidae （オトシブミ科）  19 

AtたvaルbrickIた・ 34 

加stulelた 34 

AuたC叩horapveicollむ 16 

AUルrches miliaris 11 

ん‘ル切bius戸‘liginostパ 

Autoba angul加ra  80 

silicula  80 

AUルtrois modesta  172 

Badamた excたmat勿flむ 50 

Baたongia pおたciae  145 

Batocera horsfieldi  

numitor  101 

roylei  

rufomacu危加 101, 115, 116 

Beesoniella 砂lvestris  144 

Beeso”た dipterocaゅi  158 

Beesonidae （カブラカイガラムシ科）  158 

Belippa たlea冗a  40 

Berala庇 similis  59 

Bombotelia ルcosatrix 81 

Bombycidae （カイコガ科）  64 

Bondia  131 

nigelた 131 

Bostra vibたa傭  43 

Bostrychidae （ナガシンクイムシ科） 95 

Brachyrnelたnゆhantidis  34 

Brac勿trypes portentosus  9 

-237ー 

Af“zzcわ ce'7fs e雛αブぎ粥αZ娼 - … … … … … … … … … … … … … … … …・9I

Aごねα塔の如s …………………………………………………………65

Attelabidae( オ トシブ ミ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 19

Af希勿α知ろ“cig肋………………………………………………………34

声ば""‘〆如………………………………………………………34

A多血 Copあの復元形eicα館 ………………………………………………16

A" 加賀亥耀 伽"加“s……………………………………………………1I

AZ‘彰加鋭"sルメ増加 oszfs……………………………………………… 11O

AZ吻彰αれg7ばち危惣 ……………………………………………………80

siZた"超 …………………………………………………………80

A 雄oわりぬお加odes加 ………………………………………………… 172

8α〆研削如 のヒC超“2のめ72Zs……………………………………………… 50

βα鷲o“g如 PZSねc履e ………………………………………………… 145

βαZocgm 肋 '帆彰媛1 ………………………………………………… 101

72z‘加滋の一 ……………………………………………………・101

フリツ‘“ …………………………………………………………101

溜め m 解“勿加……………………………………… 101,115,116

β総帥 72迄′な りかβsi癌s ……………………………………………… 144

β8as伽 如 dめZemcαゆ i ……………………………………………… 158

Beesol唖dae( カブラカイガラムシ科 ) …………………………… 158

β8勧めα如‘〃"“" ………………………………………………………40

βem 如dB影粥"禽………………………………………………………59

βo粥彰蛇筋 力cos煽れ沈…………………………………………………81

Bombycidae( カイコガ科 ) …………………………………………64

β072〆如 ………………………………………………………………131

72を〆如…………………………………………………………131

βosお惚劣る北〆お ………………………………………………………43

Bostrychidae( ナ ガ シ ンク イム シ科 )… … … … … … … … … …‐‐… 95

βたに為ツ“zの海 物珍忽次ぎ飼お……………………………………………34

β?竃cカメ理のβSP の海れわsz侍 …………………………………………… 9
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Brahm加a coriacea  l77 

BYen銃た  35 

Brentidae （ミツギリゾウムシ科） 109 

Bruchidae （マメゾウムシ科）  170 

Bruchidius baudoni 170 

uberatus  171 

Bruchus pおoruni（エンドウマメゾウムシ） 

BzにC“たtrix crateracma 31 

mendi2x 

Buprestidae （タマムシ科）  92 

Buzura supptressaria 56 

Calliptamiおita万Cl's  

Cabpゆル leaya冗a  16 

Cabptibia tetratypa 33 

thym妙んznes  33 

Capnodis milia 密  92 

Carea anguたた  81 

chルγostigma  81 

Carposinidae （シンクイガ科）  131 

Cayedon gonagra  171 

Catopsilia crocaた  52 

jlorelia  52 

pomona 52 

勿ran統e  52 

Cecidornyia dattai 167 

Cecidomyidae （タマバェ科） 167 

Cecidomyiella crataevae  167 

Cebosterna scabrator 102 

Cephaboserica 読omsoni 

Cephonodes 勿las  67 
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β'惚加算ズ“"" “αceα ………………………………………………… 177

Bだ72物な ………………………………………………………………35

Brentidae( ミツ ギ リゾ ウム シ科 )… … … … … … … … … … … … … 109

Bruc1 匝dae( ÷マメ ゾ ウ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 170

βγ“cた蔵忽s bの‘〆の22………………………………………………… 170

沈みの協力婚………………………………………………………171

β“ば無将かぜ切れ〃“ (エ ン ドウマメゾウムシ)……………………… 171

β"α"幽かな cmiemc 粥α………………………………………………31

“zの2〆αw…………………………………………………………31

Buprestidae( タマムシ科 ) …………………………………………92

βz‘2zの惚 szのぬわせ磯辺〆如 ………………………………………………… 56

Gα‘◎如““婚物産αs …………………………………………………1I

C郷o勲功如友αッα“α……………………………………………………16

G郷o励まZ迄彰Zmありα……………………………………………………33

劫ツ粥のめ乃α72es ………………………………………………… 33

CQP“od2S“z"危γ葛 …………………………………………………… 92

G似座惣α“g"如超 ………………………………………………………81

物‘omsZ を“zα …………………………………………………81

Carposinidae( シ ン ク イ ガ 科 ) … …・…・… … …・… … … … … " …・131

Cのγedo72 g0724g名総 ………………………………………………… 171

CQわり繁‘2q c兜)鉱毒 …………………………………………………… 52

月o7認超 …………………………………………………………52

ゑの昭雄72"… …・・… "…・… … …・…・… … "・… …・・… … … … … … 52

P野復れ肋e ………………………………………………………52

Cedd の“ツ遊 ばの Zヒメ… … … …・・…・…・…・・…・… … …・… … … … …・… 167

Cecido1myidae( タマ バ 工科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 167

Cedd の削げ彰"□ の嘘お彫りαe … … …・… … … …・・… … … … … … … … … 167

CgZos 彰γ72α sGα6m わγ… … … … … … …・・… … … … … … …・・… … …・・1()2

C効力αあse“cα放o牌so鰭……………………………………………… 14

Cゆんひ720〆es毎如s ……………………………………………………67
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pたits  68 

Cerambycidae （カミキリムシ科）  98 

Cercopidae （コガシラアワフキムシ科）  143, 145 

Ceresiumルrtivum  103 

zeyたnたurn 103 

Cerobates t,密IrたIiお 109 

CeroplasたS rubens（ルピーロウムシ） 157 

Cerotrioza sp. 

Chaetellipsおparadoxa 126 

Chaetolルlius vestitus  117 

Chaicidoptera appensalis  43 

strarn玩a僑  43 

Charaxes a訪emones 55 

ルbた鳶 55 

p0加ena  55 

Cheり叩hora ceratitina 127 

stria彪 127 

Che切meaた妙icata  40 

Chilasa clytia  50 

Chんγop/ion岱caninatus  103 

strobilicoた 103 

Ch,ysobo琉ris gardneri 93 

Chrysochroa bたolor  93 

Ch )'socraspeda oleania  56 

Chrysocoris sto薦i 161 

Civysomeた chんrm2a 17 

kenたe  17 

Chrysomeridae （ハムシ科） 15 

Cib庇たルnIh玩α 88 

Cicadellidae （ョコノぐイ科） 147 
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pzc′娼……………………………………………………………68

Cerambycidae( カ ミキ リム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … 98

Cercopidae( コガ シ ラア ワフ キム シ科 ) … … … … … … … … 143,145

Cのセs粥粥ル中り"?“ …………………………………………………103

zeツ如"た"粉z…………………………………………………… 103

Ce知る畝es f'容かねれ侍………………………………………………… 109

Cのり〆αs彰s rubens( ル ビーロ ウム シ )… … … … … … … … … … … … 157

Geれフ云“ozαsp・ ……………………………………………………… 151

C卿ぎ掴め s声ゑの惚ぬ第α………………………………………………126

C疲形わめ海蝕凝り総務f・裕 ………………………………………………117

cカメcZ〆○のZem α力めe“sα偽 …………………………………………… 43

sわ鑓“2粥のお ……………………………………………………43

Cたの俊洋esqcねα,符の鷲s ………………………………………………… 55

勉励嬬……………………………………………………………55

卿夢舵伽 ………………………………………………………55

C脳かo少々 om cem 鳶肋2α……………………………………………… 127

s‘“"如…………………………………………………………127

C比のり粥gfi加αめたα超 …………………………………………………40

C殻‘僻αc夢前 …………………………………………………………50

c秘oクのめたo71fscα““諺浴 …………………………………………… 103

sおりる立たo超……………………………………………………103

C力か sobメカγお gizz“zZ“e“ … … … … … … … … … … … … … … … … … … 93

Cあり馬ocゐ〆oα脱coわγ ………………………………………………… 93

Cぬプアsocフ療¥)edα o‘eα“α … … … … … … … … … … … "… … … … … … .56

Cたりzsocの杏 跡o"# …………………………………………………… 161

Cあげsの彫琢如じため“"α…………………………………………………17

なe“〆αI2………………………………………………………… 17

Chryso1meridae( ハ ム シ科 )… … … … … … … … … … … … … … … … 15

αろ庇如メの“/zZ“α………………………………………………………88

Cicadellidae( ヨ コパ イ科 )… … … … … … … … … … … … … … … … 147
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Cicadelloidea  147 

Cicadidae （セミ科） 145 

Cleora acacれria 56 

Clitea pたた  17 

CルVたlineaticollis  144 

Coccidae （カタカイガラムシ科）  157 

Coccosたゆhus 加bem‘た11お 146 

Coccus elongatl信 

liesperidum （ヒラタカタカイガラムシ）  157 

viridis 157 

Cochylidae （ホソハマキカ科） 27 

Coeたenomeno鹿ra eたeidis  17 

Colasposoma aspera飢ni  17 

downesi 17 

玩Sたbile  17 

semicos勿加m  17 

villosum  17 

Coleoptera （コウチュウ目）  12, 91, 166, 170, 177 

Collembola（トビムシ目）  8 

Conogethes punct加ralis 137,175 

Cop勿termes  183 

ac玩ac加rmお  184, 186 

curvなn at/i us  187 

sjoestedti  187 

Coraebus dorsa僑  93 

Coreidae （ヘリカメムシ科）  162 

Cosmoca九 reたた 144 

Cossidae （ボクトウガ科）  129 

Creatonotus transiens  78 

Crossotarsus ex彪me庇n彪bus（ソトハナガキクイムシ）  113 
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Cicadell 。idea … … … … 川 … … … … … … … … … … … … … … … … 147

Cica説dae( セ ミ科 )………………………………………………… 145

C誇り?枕αcαc如“α……………………………………………………… 56

C‘ぜ解α力ic如 ……………………………………………………………17

Cわり前‘〆“eの〆の "お ………………………………………………… 144

Coccidae( カタカイガラムシ科 ) ………………………………… 157

Coccos 彰ゆたろ燈 力め8フ℃‘‘′捻れ俗 … … … … … …‐… … … … … … … … … "146

Cocc"s 争わ72g晒 zfs … … … … … … … … .… … … … … … … … … … … =157

膨ゆのゾdZ〃“ (ヒラタカタカイガラムシ) ………………… 157

リギク,ばお………………………………………………………… 157

idae( ホンハマ キカ科 )……………………………………… 27Cochylidae ホ ンハ マ カ・・ご … … … … … … … … … … … … … … … 27

Cog如e“o伽8れodの健 8迄鑑ばZs ………………………………………… 17

Co如砂 osom αqspe地加悦 …………………………………………… 17

ααり“esz… … … … … … … … … … … ...,… … … … … … … … .… .17

加 s責め孝彦 … … ‐・‐-- ・‐・・‐… … … ・… … … … … … … "" ・・‐-- ‐・・17

se,っぽたりs加古調772 ・・・・・・・・・・・・・-・・."."" … ・・・・・・・・“・・・‐‐・.‐= … “… ・・17

ひ" めs"?" ,...,...,..,..,...""..,....."..,...". “....,...,...".",. ・17

tera( コ ウ チ ュ ウ 目 ) … … … … … … … … 12,91,166,170,177

bola( トビム シ目) ………………………………………… 8

Coleoptera

Colle]mーbola

co"o 騨 肋 gs Pzf7?αびわ協偽 … … … … … … … … … … … … … … … 137,175

CoぬおZeγmes ………………………………………………………… 183

αc粥α巧先物“fs ………………………………………… 184,186

C彰一容“の勿侍…………………………………………………187

夢oasiadli …………………………………………………… 187

Come ろ"s dの略:〆Zs …………………………………………………… 93

Coreidae( ヘ リカメムシ科 ) ……………………………………… 162

Cos'"oGα霜αフセ如如…………………………………………………… 144

Cossidae( ボク トウガ科 ) ………………………………………… 129

Cだのり72顕彰婚綱協72s花7zs ……………………………………………… 78

Cms 那加鴛閑 釧彰γ粥吃れ如"婚 (ソ トハナガキクイムシ) ……… 113
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wailacei  113 

ayptocepha加Sル1応tul,岱  17 

hectinus  17 

seheste庇i  17 

t;;たngularis  17 

C ;：ゆtophaga rubescens  133 

meたnosUgma  133 

のpto?勿nchus カ考idus  173 

mangi/erae  173 

raja  110 

a ：功to銃elea ceruina  29 

crameガ 29 

加no或  28 

rougeoti 29 

variegata  29 

Curcul ionidae （ゾウムシ科）   21, 110, 166, 172, 179 

aIsたたraptaria  57 

Cydnidae （ツチカメムシ科）  160 

Gyphagogus buccatus  109 

（みゆIiたenm侍pannosiお  22 

tectonae  22 

のrtan飯acris 811CC玩cIa  11 

のntepistomus戸i'cundus  179 

Disychira dd乃ergれe 71 

georgたna 72 

gnルi  72 

horsfieldi  72 

nendosa  72 

Strなa危  73 

De加suriぞcIa麓  44 
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wαZなに“ ………………………………………………………113

C“財叱りた郷開放濯ごz汝侶 ……………………………………………17

庵ecii節ろfs ……………………………………………………… 17

seたBSねのZ………………………………………………………17

かね瞬ぎ"超γ声……………………………………………………17

C役のめのたα罫α '似るescβ72s … … … … … … … … … … … … … … … … … 133

7“8如720sZ名物α ……………………………………………… 133

C貌めわγ勿れ物z岱序を畝娼 ……………………………………………173

加伽 g洗 me …………………………………………………173

,謬E7α… “"… … … .・… … … … … … … … … … … … … … … … … 11O

C攻めめ豹g彰α解かす“" …………………………………………………29

0龍錆Ze“ "".".・………………………………………………… 29

ノばれo戒 …………………………………………………………28

符"geo"…………………………………………………………29

りαγ沼野な如 ………………………………………………………29

Curculionidae( ゾ ウム シ科 ) … … … … … … 21,110,166,172,179

C那加如留め如γ如 ………………………………………………………57

Cydnidae( ツチカメムシ科 ) ……………………………………… 160

C努め乃α8o卿揺ろ"cc似忽s ……………………………………………… 109

Cつめ力ice“""s 力α鷲雑os娼 ……………………………………………… 22

recZoれ"e ………………………………………………………22

C“′如れ豹αcγZsszにじま"c如 … … … … … … … … … … … … … … … … … 1I

Cym2 ぬ冠の脇硲ノ2rc"“由雄 …………………………………………… 179

0次汐c彰?龍〆煽る87翌超e ………………………………………………… 71

ge0劣g2の2α.・……………………………………………………・72

g〆○詑Z …………………………………………………………72

んo7顕彰姫!………………………………………………………72

7728れαos" ……………………………………………………… 72

群“容α如 ………………………………………………………73

Deらαsαγフセc加‘禽 ……………………………………………………… 44
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Deilephiたnerii  68 

Deporaus margina加  20 

marginellus 21 

Dereodus加ilinosus  22 

功arsus 22 

ルsmeocraera varia  69 

Desmidophorus hebes  111 

D たcavusルrtんus  114 

Diacrisia ob伽ua  78 

Diapromo功ha balteata  18 

palたns  18 

飢rcica  18 

D たl'uspusillimus  114 

Dapus qu玩quespinatus  114 

Diaspididae （マルカイガラムシ科）  159 

Diastocera zUa落chi  103 

D たhomeris eridantお 37 

D たたurodes citri  152 

Diclidophkb彪eastopi  150,151 

harrisoni 150, 151 

D たnm 0gn a坑召s nebU勿sus  173 

Diんimmus cerl玩割S  103 

D 加oderus minutus  95 

b加veoたtiお  96 

D あrhabda lusca  18 

D あ,yctria abたたha  138 

abたtivorella  138 

rubel庖  137 

Diptera （ハエ目） 126, 166, 175 

Dociss忽urus moroccaniお  11 
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D鑑定め肋如 "8打2 ………………………………………………………68

Dゆの咽z婚粥α“gZ""ね婚 ………………………………………………20

伽α“gi“〆≧撚;……………………………………………………21

D のセo〆2凋 po"〆“osz燈 ………………………………………………… 22

ゆα鷲閑 …………………………………………………………22

Des伽 goc竹雄“ロリα"" …………………………………………………69

D8s粥緩oめ姦o兜倦た2るes ……………………………………………… 11I

D如c卿閑ル〆"“閑 ……-…………………………………………….114

D如c71s海 oる霧の媛 ……………………………………………………78

Dための雛のめたαるの彰α如 ………………………………………………18

か〆彪72s…………………………………………………………18

加〆℃〆Gα…………………………………………………………18

D如め凋め閑濯ぎ伽婚 …………………………………………………114

D 如汐"sq 郷"q"eゆ Zれα勿s …………………………………………… 114

Diaspididae ぐマルカイガラムシ科 )……………………………… 159

上厳格Zocgm 捗'"‘‘2cあす … … … … … … … … …・… … … … … … … …・・… 103

乙)たねα昭雄門歯 e“〆の微震… … … …・・・…・・… … … … … … … … … … … … ,37

工)icを“フリメes cメカヴ … …・・… … "… … … … … … …・“・・… … … … … … 152

D たZ溺ゆれ彫ろ如 8餌ゎ〆 ………………………………………… 150,151

あのγおり"〆………………………………………………… 150,151

上方c煎れQ』g“α劫“s 728る"わs“$・・… … … … … … … … … … … … … … …・173

D 効吻粥燦z熔解劣りz“"s ……………………………………………… 103

D勿odeれ閑 伽物霧"s …………………………………………………95

ふめひの彰海婚……………………………………………………96

DZO“叱26仏α勿scα……………………………………………………… 18

DZOかαγ吻α屍8Ze‘如 …………………………………………………138

α弱Bigのα形‘加 … … … … … … … … … … … … … … … …・・:… … 138

?似ろ〆如 ………………………………………………………137

Diptera( ハ エ 目 )."" … … … … ・… … ・・… - … … ・… … …・126,166,175

Doc なs如““榔 粥omcc αれ関 …………………………………………… 11
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Doliopygus dubius  115 

Do,y lzお03たn彪鷹  181 

Drosicha sたbbingi 154 

mangiferae 154 

Dudusa nobi僑  70 

Dysderciお cmgUたtl鳶  164 

Sゆerstitiosu.s  164 

Ectropis bhurmitra 57 

庇odarae  57 

矧ateridae （コメツキムシ科）  94 

Epermeniidae （ササベリガ科）  38 

鼻庇erura pUんer“たn勿 70 

励imaゆtis philocoma  39 

鼻腐ornus たcerta 22 

即紗a'密tortuosa傭  81 

Eriboea a挽arnas  55 

Eriococcidae （フクロカイガラムシ科）  155 

乃勿Cocciバ のm(Ca,たe  155 

Co,伽cezお  155 

Estなmena ch玩ensお  18, 111 

Ethrnたsystematica 34 

Eucalymnati侍たsseたtus  158 

Euch,ys叩s pandava  54 

Eulophonotus obesus  129 

Euphaたγus vittatus  151 

Eiゅroc諦bゆunctapex  73 

ノCSCた彪 73 

カnterna  73 

guttaた  73 

latifascれ  73 
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Do′foの曳郡偲ば“鋭閑 ………………………………………………… 115

上おか彦侍○がeれ加ZZS ………………………………………………… 181

Dn)s化;Zqs定める畝gi…………………………………………………… 154

粥αれ郡施mB ……………………………………………………154

Dz‘破婚α“o鰯ZZS ………………………………………………………70

七)ツsdのq 岱“"g“わ"婚 ……………………………………………… 164

s“めの鰯訪ね窮侍…………………………………………………164

五わかりめおろあ"“削ぎim …………………………………………………… 57

はgodα名αe ………………………………………………………57

E1ateridae( コメツキムシ科 ) ……………………………………… 94

Epermeniidae( ササベ リガ科 ) …………………………………… 38

β物健作‘如か“‘り好〆β“加………………………………………………70

β逆粥卿のZZSP肋あの'呪α ………………………………………………39

βめisoク碗z熔 如cの伽………………………………………………………22

βめなめαγお Zo〆Z“osα稔 ……………………………… }………………・81

Eγするoezzの物の牌婚 …………………………………………………… 55

Eriococcidae( フ ク ロカ イ ガ ラム シ科 ) … … … … … … … … … … 155

β“ococc"s の""cαγmB ……………………………………………… 155

CO“αC8Z燈 …………………………………………………… 155

EsfZ8me" α c脳 "の2szs … … … … … … … … … … … … … … … … … 18,111

互助粥如馴sZBヂ"α鳶餌……………………………………………………34

E卿αか〃"の婚 姻 se加云硲 ……………………………………………158

E錫c知りsoめsPα“〆"“α ………………………………………………… 54

E “わめ姦o720粥 sob βsz獅 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 129

E閉めたαをテ似s 諺緒の"s ………………………………………………… 151

E物 mc腐るか‘"α呼欲 ………………………………………………73

履sc加加…………………………………………………………73

乃祢加算α ………………………………………………………73

g錫ZZO加 …………………………………………………………73

如塚硲ci吻 ………………………………………………………73
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paradoxa  73 

Sc玩tillans 74 

Siゆhurescens  74 

たrfll玩a僑  74 

励'guncuた  74 

Eupselia  36 

Eiゅたroたルbた  62 

gem加α彪 62 

unda加  62 

Eupterotidae （オビガ科） 62 

Eurema bなnda（タイワンキチョウ）  53 

hecabe  53 

h. con飢berna活  53 

Eurybrachidae （ヒロズアシブトウンカ科）  149 

EUッbrachys tomentosa  149 

Euxoa radians  180 

Flatidae （アオバハゴロモ科）  149 

F た忽ルγruga忽 150 

Fodina stoた 81 

Formicidae（アリ科）  88, 181 

Froggatto 琉 rips  165 

Fulgoridae （ピワハゴロモ科，シタベニハゴロモ）  149 

Gaたrucida ru/iたns  18 

（売zrgara m 翫加  146 

Gelasma gonたγた  58 

Gelechiidae （マルハキバガ科）  36, 134 

Geometridae （シャクガ科） 55 

（抗zura sceptica  81 

Glyphipterigidae （ハマキモドキガ科）  35 

Glyphodes bた0あγ  44 
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ゑの謬〆o妬zz………………………………………………………73

scば"!"傷“s……………………………………………………… 74

sz‘め如陀sc貌 s …………………………………………………74

Ze“例メ"〆ゐ ……………………………………………………74

鱗zgz‘“c“如 ……………………………………………………74

Ezゆs愛如 ………………………………………………………………36

βz桝 em彰危痴α ………………………………………………………62

gの“≠“α如 ………………………………………………………62

z‘"〆α加 …………………………………………………………62

EuPterotidae( オ ビガ科 )…………………………………………… 62

励‘陀伽α 6如“吻 (タイ ワンキチ ョウ )……………………………… 53

たeCα68 …………………………………………………………53

左,の 72加彰“72餌Zs ……………………………………………… 53

Eurybrachidae( ヒロズ ア シブ トウ ンカ科 ) … … … … … … … … 149

Ez‘から'惚cんツs わ加e“わsα …………………………………………… 149

E猛沈oq md 如“s ………………………………………………………180

F1atidae( アオバハ ゴロモ科 ) …………………………………… 149

F履如た“偽卿α如 ………………………………………………………150

Fo磯彰"sfo如……………………………………………………………81

Formicidae( ア リ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 88,181

Fm顔葱頭fメカ刈りs………………………………………………………165

Fulgoridae( ピ ワハ ゴロ モ科 , シ タベ ニ ハ ゴ ロモ ) … … … … … 149

G湖誇れf“〆α '%#な"s ………………………………………………… 18

Gの耳α“zz加療如 ………………………………………………………146

金 2如s雛αg072加川α …………………………………………………… 58

Gelechiidae ぐマル ハ キバ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … 36,134

Geometridae( シヤクガ科 )………………………………………… 55

G勿m暇 s僻めZicα ………………………………………………………81

G1yphipterigidae( ハ マ キ モ ドキガ科 ) … … … … … … … … … … … 35

G収めたodgs 6Zco‘oγ ……………………………………………………44
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caesa僑  138 

pyんalむ 44 

sboた！ia  44 

syc伽a  44 

Gonocephaんm depressum  179 

pia加a加m  179 

Gonodontおdeli乞z  58 

Gracillariidae （ホソガ科）  32 

Grammodes geometrica 82 

stolida  82 

Granida albosparsa  177 

Graphんm agamemnon 51 

sa功edon  51 

Gryllidae （コオロギ科）  9 

G ?ylん勿ゆa africana  10 

Gryllotalpidae （ケラ）  10 

Heliodinidae （マイコガ科） 35 

Helio統is armなera 82 

Hem訪erlesたrap ax（ツバキマルカイガラムシ） 160 

Hemiptera （カメムシ亜目）  143, 166 

Hemithea cos勘unctata 58 

Henicolabus discolor  21 

I-Iepia1idae （コウモリガ科）  127 

Hesperiidae （セセリチョウ科）  49 

Heterobosi?ychus hamatゆennお（オオナガシンクイムシ）  96 

aequa僑 97 

Heteropsylla cubana 151 

H eteroptera（カメムシ亜目）  160 

Hierogbp Ii lおbanたn 11 

Hieromantお joxysた  35 
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cqesdお ………………………………………………………138

女少わ〆な…………………………………………………………44

szo如‘如 …………………………………………………………44

SEyα“α ,."".". ・..・“" “"".".".",. ・・". ・・-・・・・・・・・・・・・・" ・" ・・・・・44

Go720c 砂左"‘";間 〆砂れ2ss粥碗 … … … … … … … … … … … … … … … … 179

P如"の"粥 ……………………………………………………179

Goれodo72f声 "〆" …………………………………………………… 58

Gracillariidae( ホ ソ ガ 科 ) … … … … … "="" …・… …・,… … … … ,32

Gmm 納めdes geの粥βかたα………………………………………………82

sfo友仏α …………………………………………………………82

Cm‘“〆α〆彰ご房彰なα…………………………………………………177

Cm め霧溺れα罫の昭雄7“れoれ………………………………………………51

sのめedo"- ……………………………………………………“51

Gryludae( コオロギ科 ) …………………………………………… 9

Cフメお勉めα勾回m“α …………………………………………………1O

Gryllotalpidae( ケ ラ ) … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1O

Heliodinidae( マ イ コガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 35

嵐8/Zo肋禽の労2zggm …………………………………………………… 82

品の吻あげをs2姿焔め鯛 (・ソバ キマルカイガラムシ)………………… 160

Heーmiptera( カ メ ム シ亜 目 ) … … … … … … … … … … … … … 143,166

嵐e朔効能α cos物 z‘"c如如 ……………………………………………… 58

石彫72叱りねる乙fs d〆Scoあげ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 21

Hepialidae( コ ウモ リガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 127

Hesperiidae( セ セ リチ ョウ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 49

届eZe〆ひもo瀞γ物船 彰粥α物 靴吻 s( オオナガシンクイムシ) ……… 96

αeq似〆Zs…………………………………………………………97

ムnez87のめりZ如 似ろα“"………………………………………………… 151

Heteroptera( カ メ ム シ亜 目 ) … … … … … … … … … … … … … … 160

Hi迄〆増収鰯〃岱るα“如72………………………………………………… 11

猛海〆の碗α72fなめ%少sね ………………………………………………… 35
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Hi加tro即ls hoあse庇elお 177 

Hipparchus j7av功on彪ria 58 

HoルIrたhた玩termedia  177 

longipennお  14,177 

probルmatica  14,177 

serrata  14, 177 

Homona coffearia  26 

1-lomoptera （ョコバイ亜科）  143 

H0pha advena  178 

H0pルceram勿x 功inたornお  104 ,114,123 

Hyaん功iたたuconeurehla  27 

Iカbたea puera ・ 47 

Hylobius angustus 111 

Hymenoptera （ハチ目）  87, 141, 181 

Hypatima spa統ota 38 

Hypena たonica論  84 

puera 83 

子bpertropha 36 

Hypocala rostrata  84 

功加cryphahiおmal箸加7仇ze  118 

H 功omeces squamosus  22 

Iみp0統enemiおbirmani鳶 118 

dimoゆhus  118 

em或ti摺（チビコキクイムシ） 118 

pusihlus  119 

助加1加is trunca加lus  

Hyps2勿たgran鹿ha 138, 140 

加godehla 139 

robusta  139 

Idbcen摺 a読加soni  148 
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猛ぎか所知翌"sた餌os好まce“s …………………………………………… 177

屈めのα冗た閑元αり前知“如ばα……………………………………………58

五あわ云“c無畝物彰“"8(おα …………………………………………… 177

わ72gゆeれれお……………………………………………… 14,177

か瑠)"引例脇ZZGα … … … … … … … … … … … … … … … … … 14,177

se“謬如 …………………………………………………… 14,177

品o粥鯛αの嫌eの如 ……………………………………………………26

Homoptera( ヨ コバ イ亜 科 )" … … - … … -" … … … … … … … …・143

石わめZ如 αぼりe72α … … … … … … … … … … … … … … … … …・・… … …・178

嵐物 わcβ如粥勿 % 功ば物 c餅 〃禽 … … … … … … … … … … … … 104,114,123

石かαわ塀“超 Ze““ 728""〆遊 …………………………………………… 27

圧yる加数 Pz‘em … … … -…・… … …・…・… -… …・… … ---- … … … -47

王手γ‘○6Z郷sα%g認覇閑…………………………………………………… 11I

Hymenoptera( ハ チ 目 ) … … … … … … … … … … … … … 87,141,181

圧父めのま'""ゆのぬo如……………………………………………………38

仔望めe72αたo"た〆お ……………………………………………………84

P雄粥……………………………………………………………83

仔努め8“?リカカα……………………………………………………………36

月男〉oGα加川sfm如 ……………………………………………………84

仔“ oc'“彰‘硲 伽禦ぎ於 'セ解 ………………………………………118

" かの吻eCass郷焔例os粥 …m …………………………………………22

圧妙 o乾e“e粥躍る霜溺αれ郷……………………………………………118

露伽oゆ姦閑 ……………………………………………………118

8粥伽"婚 (チビコキクイムシ)……………………………… 118

か閑"勿s ………………………………………………………119

月努めo蕗謬郷わ乞伽cα粥Z郷 ………………………………………………111

仔卿 sめッ如 g陥れ〆湯勿…………………………………………… 138,140

かα翌リメ郷如………………………………………………………139

7のる"s加 ………………………………………………………139

1雄ocβ〆関 α鋳物 soれz ………………………………………………… 148
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Cbゅea僑 

Idionycha excisa 

玩山rbeルquadrinotata  134 

letrao％お  135 

坑eivora  135 

Indomias creたceus 23 

ゆs calligraphiお 119 

玩tersEitia諦  119 

longibEla  119 

sexden 加 /lお  119 

acum伽a/us（マツノムツパキクイムシ）  120 

ムoneuro銃,ゆs austra僑  165 

Isoptera （シロアリ目）  182 

ムtriamおcrauropa  38 

ルcara malefica   140 

Jassus 訊dicus  l48 

Kaんたrmes brouni  185 

加suた元s  185 

Kalotermitidae （レイビシロアリ科）  185 

Klado 統,ゆsspp.  165 

K0phene nioorei 30 

snelleni 30 

La疏nosたrna bidenta加  178 

Laelia 力acた  74 

Laingielたz  l-52 

Lamida ca功on施ra  45 

Lamoria a凌ゆtella  140 

L amp ides boeticus （ウラナミシジミ）  54 

Lamprosema Iaたritia僑 44 

Lasiocampidae （カレハガ科） 59 
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〆“鯵〆お………………………………………………………148

ムメわれツメ彰 e%c禽α………………………………………………………15

1"幽か虎ねダ"ロメ“72α如如 ………・………………・・………………… 134

解放銘o72声 …………………………………………………… 135

肋e物の総 ……・…………………=……………………………135

Zれ〆の72加s cフセ加""s …………………………………………………… 23

肋sc〆‘をmp 似郎………………………………………………………119

粥彰貧g熔化遊客 ……・・・………………………………… "……・119

‘o"8斬り′如 …………………………………………………… 119

se%〆eれ如れfs ………………………………………………… 119

α粥焔友破婚 (マツノムツバキクイムシ) ……………………… 120

おo"8粥り劫窪めsα婚Zm館 ……………………………………………165

1soptera( シロア リ目) ……… … … …… … ……… ……・…・182

左ご“α"郡の似‘知のα ……………………………………………………38

お cα棚 加〆疏 cα ……………………………………………………・140

ス僻s閑 初雄c娼 ………………………………………………………148

K郷ofeγ粥凝あり"“≠…………………………………………………185

Z“s"如γな ……………………………………………………185

Kalotermitidae( レイ ビ シ ロア リ矛斗) … … … … … … … … … … … 185

そて如dot力窪めssPP. …………………………………………………… 165

k oぬれe728例のク増す……………………………………………………… 30

, s72αを72f………………………………………………………… 30

Lqc 兎72osZe〆72α諺〆のz如如 … … … … … … … … … … … … … … … … … 178

乙α〆加声αd如 …………………………………………………………74

乙諺"gをZ加 ……………………………………………………………152

Lの碗幼αGα湾o“びわ復 …………………………………………………45

Lα削り“αα幽妙Ze‘如 ………………………………………………… 140

LのれP綿綴る解放服 (ウラナミシジミ)………………………………54

Lの"め旬sの“αねZ8“錦餌な………………………………………………44

Lasiocampidae( カレハガ科 )……………………………………… 59
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Lasわdernia serricorne（タバコシノぐンムシ）  170 

Lebeda nobi后 59 

Ledridae（ミミズク科）  147 

LedropSおrubromacuた忽  148 

Lepidoptera （チョウ目）  24, 127, 175, 179 

L ゆγ0pi鳶aurovittatus  23 

ch7ysoch勿rus  23 

危teralお  23 

L ゆtotaspis semicolor  163 

Le琉ed,ッpetお  55 

Leuc玩0des 0功onalむ  140 

Leucoma ochripes  74 

Leuc叩ho僑numrnたU庇nS  15, 178 

p inguis  15, 178 

rorida  15, 178 

tristis  15, 178 

Lelに叩tera 功henognゆ加  31 

Lirnacodidae （イラガ科） 40 

Lithocolle論e叩hanes  33 

あch'ysお  33 

1ル玩a  33 

vii曾Uた加 33 

Lixus camerunus  111 

s 玩初ianus  111 

Locus彪 m なratoiた 11 

Locus彪na pardalina  11 

Lycaenidae （シジミチョウ科）  53 

Lygaeidae （ナガカメムシ科）  163 

勿mantria ampた  75 

bivitta忽  75 
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乙簾 Zo吻〆"惚 彫γ“のγ"e( タバ コシバ ンムシ) …………………… 170

Lebgdq れo虚とお…………………………………………………………59

Ledridae( ミミズク科 ) …………………………………………… 147

Le ぬりのs声 ?似あり772αczfね如 … … … … … … … … … … … … … … … … 148

Lepidoptera ぐチ ョ ウ 目 ) … … … … … … … … … … … 24,127,175,179

Lq おりz岱α"“り筋頭惚岱 ………………………………………………23

じ海かsocため?似s ………………………………………………… 23

‘のe釘〆な ………………………………………………………23

Lゅわ加砂 Zssg削ぎのめγ ……………………………………………… 163

L引力e dリカ窃盗…………………………………………………………55

L8z に物 odes oγ6072α‘Zs … … … … … … … … … … … … … … … … … … 140

Le αcの“ααあれ【めes … … … … … … … … … … … … … … … … … … …‐・・74

LB 綿のめ力o廃 れ隣り"核 czd β7zs‐… … … … … … … … … … … … …・・15,178

〆“g"お ……………… .………・‐……………………… 15,178

m “〆" ……………………………………………………15,178

f名声fな …………………………………………………… 15,178

Le"co鰯 g7暇撃たeれqg締め加 …………………………………………… 31

Limacodidae( イラガ科 )…………………………………………… 40

L効力oc可を焔 のカカα72es ……………………………………………… 33

わ cルクツsZS … … … …・… … … … … … …・・・… … … … … … … …・・33

“““α ……‐‐…………………………………………………‐33

卵zg"如超………………………………………………………33

L沈溺s comeフ留錫婚 …………………………………………………… 111

砂すれ鰯2α班鷹 …………………………………………………111

乙oc那加加増粥Zor前……………………………………………………1I

Loc婚姻“"PαrzZ婚姻α………………………………………………… 1I

Lycaenidae( シジミチ ョウ科 ) …………………………………… 53

Lygaeidae( ナガカメムシ科 ) …………………………………… 163

L卵塊α72『角如の脚力如 ……………………………………………………75

ろ力舞わ如 ………………………………………………………75
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malhura  75 

叫fiisca彪 75 

Lymantriidae （ドクガ科）  71 

Lymexylonidae （ツツシンクイムシ科）  911 

Lyonetiidae （ハモグリガ科） 

Macalla Ca功on弟ra  45 

Machaerota pたniliae  

Macro たrmes bellicosus  186 

na加ルnsお  186 

Macrotermitinae  186 

Magda傭 hima如ana   111 

Malacosoma 加dica  60 

Manatha aethiopS  30 

Margaroididae （ワタフキカイガラムシ科） 

Ma管aronたcaesa僑  138 

Massゆha aおolu加僑 45 

Matapa a庇  50 

Mecoco か flu's 伽ゆes  

Megachile an琉rac玩a  90 

ノvon加論  89 

Megachilidae （ハキリバチ科）  89 

』たgatrioza hirsuta  152 

』たgopおcos節enれお  ・ 105 

Membrscidae（ツノゼミ科）  145 

Menecんznzus disc,ぞpans l73 

sp.  173 

Me戒larchお reprobata  

scyrodes  

Mes叩latys cincta  18 

Metarbelidae （コウシュウガ科）  134 

一249-

mの姦卿協………………………………………………………75

0塚船舶紅………………………………………………………75

Lymantriidae( ドクガ科 ) …………………………………………71

Ly]mexylonidae( ツ ツ シ ンク イ ム シ科 ) … … … … … … … … … … 9I

Lyonetiidae( ハ モ グ リカ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 31

肌α鰯肋 cのわれ舵焔 …………………………………………………45

脳敵〆畝のり加ゑ如“訪ねe ………………………………………………144

Ad αcm ね貧酬姥s b〆 "coszfs … …・・… … “・… …・・… …・・・… …・・… … … 186

れの友Z友打sお … … … … … … …・・‐… …・‐… … … … … …・・… …・・186

M[acrotermitinae … … … … …‐‐… -… … …‐‐… … … … … … " … "186

個α翌ば郷声肋粥α如gyα"α ……………………………………………… 11I

A4αなにosの "α“扇ぎcα ……………………………………………………・・・60

皮毎72磁力αα8励まoのs …………………………………………………… 30

Margaroididae( ワ タ フ キ カ イガ ラム シ科 ) … … … … … … … … 154

脳『の罫の川"海 c口鉛"館 ………………………………………………138

M 餌seめゐααる卸島‘幻灯s ………………………………………………… 45

肋な他力αの海 …………………………………………………………50

肌βcom かれz岱わγ中郷 ………………………………………………111

脳『eg"c疑彰ほれ施m “れα ………………………………………………90

おり#忽偽 ……………………………………‐‐………………89

Megachilidae( ハキ リバチ科 ) …………………………………… 89

α露窓な存命zα厩熔解超 …………………………………………………152

Mego のお cos物 8れ"な ……………………………………………… 105

Membrscidae( ツノゼ ミ科 ) ……………………………………… 145

崩『の2鑑力α“協侍〆おば琴)の7s…………………………………………… 173

SP. ……“.・…………………………………………………・・173

崩ダ8“〆の七あお 7低めれ)卿一如 …………………………………………… 131

sc切りメes ……………………………………………………………131

崩res(ゆ如夢scメタに超 …………………………………………………… 18

Metarbelidae( コウ シ ュ ウ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … … 134
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Metharmostおasapんzuた  33 

M たrodipんSおponganiたe  168 

Microtracheルus beneficus  109 

Mirnastra cyanura 18 

Mimeた戸‘lTidiv#mた  15 

Monochaml鳶 a/tern a/i侍  105 

centra僑 105 

riisba勿γ  105 

scab勿Sl岱 105 

tube rosus 105 

Monolep彪 khasたnsお 18 

んngi忽,sた 18 

orien 勿僑 18 

MoonたalbimacuたIa  148 

Myllocen背 m 庇cimp us/i‘厄tus 23, 179 

Myocalandra exarata  111 

Myricomyia pongamiae  168 

Myzus persicae（モモアカアブラムシ） 154 

Natada velutina  40 

Neocerura Ii加rala 70 

Neolasiopたra crataevae  168 

Ne妙heosたexcurvafa 70 

Neotermes tec加nae  185 

N 功Ii叩teryx 焼odobasa僑 45 

N ゆ論九mbah  55 

Noctuidae （ヤガ科）・ 79, 179 

N0madac7密 Sゆた,7りrascた彪  11 

Noorda fessa僑  45 

N0n鳶uma加,anica  64 

Notodontidae （シャチホコガ科）  69 
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丹乾 物の mosz な α糎リルα“超 ・・・・… … …・・… … …・・・… ・・・・・・・… … … … "33

ハイ如け〆あわs禽卿“揮α伽如8 …………………………………………168

α万cm『夕謬c桜族瀦 乾留諺.c"s…………………………………………109

ハイカ刀αsi7偽 り腐れの 謬 … … …・・… … … "・… …・“"・… … … …・… …・・…・18

媛ぎ粥8如月‘懲戒〆伽加 ………………………………………………15

β‘の 2oc左α“22燈 α立er72αれ燭 … -… … … … … … … … … … … … … … … .105

α刀Zm‘ゐ………………………………………………………105

“始め飾りγ………………………………………………………105

sG"弱osz餌……………………………………………………… 105

虚心のり締岱………………………………………………………105

脳わ72αゆねたんと:zsie"s禽………………………………………………… 18

わ72gすね鴛禽………………………………………………………18

0γ彩れ如ZZS………………………………………………………18

崩わo“" 餌弱粥αcz‘如如 ………………………………………………148

川砂‘わ解“鱒 “ク24eci粥ぬ婚 姻加数 9… … … … … … … … … … … … … 23,179

ルものcα忽“ゐ彰 錦牧フ謬超 ………………………・"…………………… 111

叱りrたの碗ツ如 Poれgの"如8 …………………………………………… 168

媛災 zfspの鱒cog( モモアカアブラムシ)…………………………… 154

八広超〆" 泥々 f"“α………………………………………………………40

人をocg“"復‘すね猪口加 …………………………………………………… 70

MB〆硲あり詑焔 cm 加効α8 ……………………………………………168

Mのめ膨os加錦賜物α超…………………………………………………70

人をoZer粥錦 蛇cわ"α8 ………………………………………………… 185

Mゆた◇の解甥% 物odひろ鯖郷な……………………………………………45

配り館魚侃卿ん ………・…………………………………………… 5

Noctuidae( ヤ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … 79,179

Mo鯛α血 c'issゆ彰粥痴sc如如 …………………………………………1I

Mo錆びαたss"鷺 ………………………………………………………45

Mo ればz‘粥α虐卿れたα …………………………………………………64

Notodontidae( シャチホコガ科 ) ………………………………… 69
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Nymphalidae （タテハチョウ科）  54 

0berea artoca功1  106 

0cinara Sなnzfera  64 

varians 64 

0dinadiplosis odinae  l(iS 

Odontodes aleuca  84 

0dototermes parvidens  186 

0ecophoridae （マルハキバガ科）  36 

0ec叩如Iた  88 

smargdm2a 88 

館;nograptus scribuた 

Oiketicoides sた,ガC0な  30 

0伽ecamp tiおbilobus  106 

0ocassida cruenた  18 

加diblmdd  l8 

のh勿myたたn加”ae  175 

のhrida hirsuta  18 

0rgyたba,sa論  76 

m 翫れ 76 

postica  76 

加rbata  77 

0rtんzga  45 

mangi/乞rae  45 

焼odoplila  45 

0rthoptera （バッタ目）  8 

ot加notus oneratiお  146 

sp.  14(i 

Oxyrha魂お加randus  

Pzchydis翫ls hec切γ  106 

Pac勿onyx quadridens 166 
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Nymphalidae( タテハチ ョウ科 ) ………………………………… 54

068 だααγZocの顔 …………………………………………………… 106

0ci'2の〃s壱〃洗 m ……………………………………………………64

りα??""S … ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64

0霞れα〆あわsお od物α8 ………………………………………………168

0〆の好odes αをzにα ……………………………………………………84

0〆○お蛇““8SPαγ卿dg“s …………………………………………… 186

0ecophoridae( マルハキバガ科 ) ………………………………… 36

08のめた〆ね ……………………………………………………………88

s粥じの復習ダル2α…………………………………………………… 88

0卵 '仰ぎ地力為fssば湯"如 ……………………………………………… 132

0涌のたメメassをγ川の超 ………………………………………………30

0を“BGの“ぬれfs屍ある‘岱 ……………………………………………… 106

0ocqssa〆" の似eれ如 …………………………………………………… 18

ゑばどろ""〆" ……………………………………………………18

0汐ため“zy前 加“畝“αe ……………………………………………… 175

0めた“〆" 厳格z‘加 ………………………………………………………18

07gツなり‘踏破な…………………………………………………………76

'?・衣加……………………………………………………………76

力osおm …………………………………………………………76

f煽るα如 …………………………………………………………77

07蔽娘耳zz ………………………………………………………………45

mのば舵 me ……………………………………………………45

7角o〆oメデな ……………………………………………………45

0rth。ptera( バ ツタ目) …………………………………………… 8

0『めれoれ婚 o728名α"【s … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 146

SP. ……………………………………………………………146

0%ツメカαcね鳶 ね“αテ2‘ね岱 … … … … … … … … … … … … … … … … … … 146

RQC允ツメなsz岱ん,ecfoγ … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 106

Fbc 姦少o72jα qzfqメパメg72s… … … … … … … … … … … … … … … … … … 166
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Paecles subapたa傭 84 

Pagi助hloeus longたた晴 

Paharia casyapae  

R ゆila 加icos彪僑 

112, 173 

145 

 45 

margina加 46 

vertumna論 46 

RZn鹿sma quenavadi 84 

Rzpilio 庇moルuS 51 

Papilionidae （アゲハチョウ科）  50 

Pzrasa ananii  41 

he功罪ra  41 

lepida  41 

Paurocゆhaた 152 

Rzurop砂ha  152 

Peltotrachelus a乃us  24 

pubes 24 

Pentatomidae （カメムシ科） 161 

Perina nuda  77 

Pレissus dalbergたe  106 

Pe彪勿Cゆ加たnigril玩ea  147 

Petihia calcar 163 

Phac妙teron  152 

たntiginosuni 166 

Phakra raya  70 

Phasmatida （ナナフシ目）  11 

Phauda flammans  39 

Philudora laeta  60 

Phaeothripidae （クタアザミウマ科）  165 

Pj面eos玩us aubei  120 

Ph勿eotribus sara加eoides  120 
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月αβclas s"窮めZcdお ……………………………………………………84

升zz影 oめため勿褐 わ 72gれおり肉 … … … … … … … … … … … … … … … 112,173

月口廟〆αα裂かαめαg ……………………………………………………145

升α珍物 勿鷲cos加危 ……………………………………………………45

粥αzg物α如………………………………………………………46

ひg崎“粥"〆お……ー……………………………………………“46

月捻れ〆郎粥αq“@""リロ霧…………………………………………………84

月zz〆‘io dの吻oを2凋………………………………………………………51

Papilionidae( ア ゲ ハ チ ョウ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 50

βα"おαα"αれzz………………………………………………………………41

毎効能m ………………………………………………………41

‘qお冴α …………………………………………………………41

升α“ラなに…ゆたα加………………………………………………………… 152

月αzぼり盛り‘加 …………………………………………………………152

月覆わお口c姦eね侍〆鱗婚 …………………………………………………24

か“るgs……………………………………………………………24

Pentatomidae( 力 メ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 161

Fe““α““〆α …………………………………………………………77

月8“Zssz偲ばα‘彰 zgねe ………………………………………………… 106

Pe如‘叱り卿ねれをm 加数 ……………………………………………147

PeZズ‘吻 G口にzzγ………………………………………………………… 163

P版Zco少彰知れ …………………………………………………………152

を郷をまれosz粥 ………………………………………………・・166

FたαZの復名ロツzz ………………………………………………………… 70

Phasmatida( ナナフシ目) ………………………………………… 1I

P彰“如 月の聡伽α“s ……………………………………………………39

P肋為〆の咽如e如 ………………………………………………………60

Phaeothripidae( ク タ アザ ミウマ科 ) … … … … … … … … … … … 165

Fためgo彩れzfsα"る多 ………………………………………………… 120

P 跨わeoz刈ろ"ss α名zz6αeoi〆es … … … … … … … … … … … … … … … … 120
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Phorma pゆon 

Phycodes radia彪 

Phyllocnおtおcit rella  

citronymp ん7 

Phymateus kazschi 

Phymatosたtha deschampsi 

Physomerus grossipes  

Phytoかma たfri  

Phytoscaphus trianguた1密 

Pieridae （シロチョウ科） 

Piezodo l貿s rubrofascたtus  

P1んcrocおmilz,玩a僑 

Pine bud gall-midge  

Pingasa 読勿nz 

γl'gmana 

Pi(mea aureoた論 

flavofim b,た加 

P1ち'ogenes scitus  

Pii3)叩h統orus sampsoni  

Panococcoides 毎alensお 

cilガ 

Platybrachys spp. 

Platypodidae （ナガキクイムシ科） 

Platypria andrewesi  

Plo typtilia pustillidactyな 

Platypus cupuたtus  

h玩tzi  

omnivori翡 

refertus  

ye琉i  

42 

35 

33 

33 

11 

145 

163 

166 

 24 

 51 

162 

 46 

169 

58 

58 

46 

46 

121 

121 

156 

156 

149 

113 

19 

49 

115 

115 

115 

115 

115 
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F跨o貧り増α力軽め"…………………………………………………………42

Pメ夢codes md 加超………………………………………………………35

P跨〆わcね禽Zfsαご陀′な ………………………………………………… 33

メカのれツ伽めたα……………………………………………………33

P昇ゆ粥αZe“Es鳥α2scたば… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 1I

P隆明碗αZo綿e詰彰仏escたの秘めsf………………………………………… 145

P砂 sの秘eれ鱒 gmss めes ……………………………………………… 163

P毎如か解α如加 ………………………………………………………166

P跨卿os蝕め姦婚 かね“g2‘如'禽 ………………………………………… 24

Pieridae( シロチ ョウ科 )…………………………………………… 51

Pを幼魚坪撚 れ‘あり兎袈に如ご澱 …………………………………………162

PZ‘ocmc 声朔メf劣れ〆お ………………………………………………… 46

Pine bud gall‐midge … … … … … … … …・・・… “… … … … … … …・169

只靴耳osα cため“ロ… … … …・…・・… … …・・… …・・…・・… … … … …・・… …・58

れば Z%α77α … …‐… … .‐‐… " … ."" … … …‐… … … …・…・… …・58

F め 728α αm 官oね云2鱒 … ‐… … … … … ・‐‐… … ‐・・… “… ・・・“・"・・… … ・・・・・46

刀剣(虎加る'危如 …………………………………………………46

錫かoge72es sメカ熔 …………………………………………………… 121

P物叩膚加れ岱sm協力so諺 ……………………………………………121

P如“ococc鱗des"〆"を“sお…………………………………………… 156

α古“ … … .‐‐… … ‐‐‐… … …‐." … ‐… …‐‐.“‐… … … … … …‐156

Pわかるmcカツsspp. …………………………………………………… 149

P1atypodidae( ナ ガ キ ク イム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 113

P加収め“"α"〆舵wesi …………………………………………………19

P加鮫かぎ‘如力船云濯ぎ〆解かね ……………………………………………49

P如収め"s czゆ郷如云鄭 ………………………………………………… 115

筋 " 友 Z …・・… … …‐…・…・・… … …・…‐… … … … " … ・…・‐…・・115

の“72ZZjo冗婚…………………………………………………… 115

柁秀'悔岱 ………………………………………………………115

りe肋 雀 ‐… ・… "・… ・… …・…・… …・… … …・・… … … …・・… …・・115
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Plec叩たra reノ7exa  84 

Pleuropり奴baiteata（クロスジキンノメイガ）  47 

Plocaederus ferrug加eiお  106 

obesus  107 

viridipennむ  107 

Plzお忽chakites  85 

limbirena  85 

litura 85 

o,密んzlcea 85 

Podoniた quatuordeciゆunctata  19 

PoecilipsルIlax  174 

gedeanus 174 

papuanus 175 

Pりlygraphiおmaj0 r  ・ 121, 122 

p訊i  121 

trenchi  122 

P0 lyi吻chl鳶  68 

pygarga  68 

尻lineati怨  68 

1フ，切nomma atra飢,Ii  107 

Prioniおco,加たntz鳶  107 

IケjolルrapUflCゆennお  19 

Procゆhilus micheliae  154 

1ケoden彪 littora僑  181 

Protoたchた  38 

Psa僑pennatuた 77 

Pseudacanthoたrmes militaris 186 

凡eudaicおtrisp玩ana  58 

Psei‘庇クdna rufoflava  86 

Pseudococcidae （コナカイガラムシ科）  156 
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PZecゆ fem フセ列嫁zz …………………………………………………… 84

PZBZ"℃のか" 鯛 なe餌α (ク ロス ジ キ ンノ メ イ ガ ) … … … … … … … … 47

PZome 彼〃揺た“雄メ欄婚 ……………………………………………106

0彰sz婚…………………………………………………………107

災γ緩めeれ"本 …………………………………………………107

PZZ侍れじたα化ZZ8s ……………………………………………………… 85

‘ズ削る≧だ“" "…………………………………………………・85

′すれ"惚……………………………………………………………85

0γたね聡Zceα… … … … … … … …・… … … …・… …・・・… … … … …・85

Rodo “"" 夕"のぼりァ仏eci7れ亥閉じkz加 … … … … … … … … … … … … … … 19

Poem 幼s危 "解 ………………………………………………………174

ggde αれzfs.‘… … … … … … … … .… … … … … … … … … … … … 174

Pαか倣m婚………………………………………………………175

Pz7らg7の たz岱 m 呼 oγ … … … …・-… … … … … … … … … … … …・121,122

P〆“ ……………………………………………………………121

わ宅卿cカメ ………………………………………………………122

Po収めかc卿 s ……………………………………………………………68

の轡な,惣ZZ ………………………………………………………68

お宅彦耀eの多岱 ……………………………………………………68

PrZの2の欄'娘の焔粥粥 ………………………………………………107

P 婦omfs coゆ z‘‘e72加s … … … … … … … … … … … … … … … … … … 107

P雑OPtの惚力""c砂 e"“禽 ……………………………………………… 19

Pr僻めた効硲 伽北海滋 e ………………………………………………154

Fメリメのzずα励め"都Zお ………………………………………………… 181

Pmzo‘に乾すα……………………………………………………………38

Psd ゐPeれ“"粥な………………………………………………………77

Rse;‘〆"cαれ肋 ozeγ粥 BS 粥濯ぎ忽〆Zs… … … … … … … … … … … … … … … 186

Psg"〆αた癖畑なめZれの血 ………………………………………………58

Psezfぬかd〃" “{夫列αジα ………………………………………………86

Pseudococcidae( コナ カ イ ガ ラム シ科 ) … … … … … … … … … … 156
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凡ilogramma menゆhron  69 

凡iloptera cupreospkndens  93 

ルstuosa 93 

Psychidae （ミノガ科）  27 

Psyllidae （キジラミ科） 

Pteroma plagiophieps 

Pterophoridae （トリバガ科） 

Ptoch叩勿le togaた 

費〕尼h岱grossl背  144 

nebulus  145 

Pi‘ん玩aガa maxima  158 

加idii   158 

んpuricenus mon加flZ4S  

wachanrui  

Pyralidae （メイガ科）  43, 137, 175 

乃raus彪加mbucivora  

coclesa僑  47 

machoera僑 47 

Pyrrhocoridae （ホシカメムシ科）  163 

Rhesala imparata  86 

Rh玩0たrmes  

Rhinotermitidae （ミソガシラシロアリ科う 186 

Rh玩yptた訊漉ca  178 

Rhipiceridae （クシヒゲムシ科） 

Rhipiphorothrips cruentatus  

Rho山neura n'iyrsusa薦  42 

nyrtaea  42 

Rh叩aん読ゆoides  165 

R 勿nchites contrisた紐S  21 

R 勿tido庇ra bowringi 108 
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P締め翠川加'“"'“8熱珍あの" …………………………………………69

Rs′わがの惚αのフセ企め忽“〆8れs …………………………………………93

表郷“のき辺…………………………………………………………93

Psychidae( ミノガ科 ) ……………………………………………… 27

Psyllidae( キ ジ ラ ミ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 150,166

P看切りテ,mP 如砦あのたねIPs…………………………………………………30

Pterophoridae( トリバ ガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 49

Pzoc左oめゐ〆βわgzz加 …………………………………………………… 59

PZye卿sgms 鎚搭 ……………………………………………………… 144

72eozf為岱 ……………………………………………………… 145

月解かi7鶴崎α“娘#溺α…………………………………………………158

が !〆“……………………………………………………………158

月のかげZαmrs 伽o"紅潮燈……………………………………………107

wqぴz47"?" …………………………………………………… 107

Pyralidae( メ イ ガ 科 ) … … … … … … …‐‐ … … … … … … 43,137,175

P明龍似s如わ"“ぬ"メジの協 ………………………………………………47

code鯛偽 ………………………………………………………47

772αcた○の復‘お……………………………………………………47

Pyrrhocoridae(, ホ シ カ メム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 163

尺庇班如 "“めα焔な ……………………………………………………86

尺売物研げ7"es…………………………………………………………183

Rhinotermitidae( ミソガ シ ラ シ ロア リ科 )… … … … … … … … … 186

尺庵加盟斑如メタ2dたα ……………………………………………………178

Rhipiceridae( ク シ ヒゲ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … … 91

尺ため彰卿 'α姦γめsc〆z‘e〃加云閑 ……………………………………… 165

尺左odo728z‘川 畑z明鰯岱〆禽 …………………………………………… 42

772ツメねeα ……………………………………………………… 42

尺ん物餌〆燈凋めo!〆es ………………………………………………… 165

尺勿“2物立esc伽 Z“s超克fs ……………………………………………21

尺弄り"〆odem oozU“れgご……………………………………………… 108
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sirnulans l08 

Rican たルnestraた 149 

Ricaniidae （ハゴロモ科）  149 

Riso加0房trucた 86 

Rusicada かivida 86 

Sa勿adrassus ,nalabaricus  127 

Saissetia coffeae  

nなra  158 

Saんrnむmarginelた 150 

＆読lS加S 69 

illゾerna鷹  69 

scotti 69 

Saturniidae （ヤママユガ科）  64 

Scarabaeidae （コガネムシ科） 

Schおtocera gregaria  

Schおtoceros bimacuんtus  97 

Schizonり彪acacたe  169 

Schizonycha rificollis  

Scolytidae （キクイムシ科） 

Scoりtop奴,加s  122 

加m勿C加us 122 

et‘加,noides  122 

Scolytus major  122 

Scutelleridae （キンカメムシ科）  161 

Selepa ceたお  86 

Semあthisa emeパaria 59 

jidonなた  59 

pんVたta 59 

stren れた元z 59 

Sesiidae （スカシバガ科） 133 
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si粥"ね'2s……………………………………………………… 108

尺化α〃加た“esfm加……………………………………………………149

Ricaniidae( ハ ゴ ロモ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 149

尺おひるαobsおzに加………………………………………………………86

舵 rsic雌αル加数 ……………………………………‐‐………………86

Sαたツαd“"ssz婚夕"αねる研究 z婚 … … … … … … … … … … … … … … … … 127

紘ゐsefiαのがeqe …………………………………………………… 158

722gフ謬 ………………………………………………………… 158

S"Z" “2鳶 “娘 7gi潔 e/な … … “… … … … … … … … … … … … … … … …・150

Sα如功gst………………………………………………………………・・69

友兎'〆“"偽 ……………………………………………………69

scoffぎ…………………………………………………………… 69

Saturniidae( ヤママユガ科 ) ……………………………………… 64

Scarabaeidae( コガ ネ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … 12,117

Sc庵鳶わcemg だ罫α“α …………………………………………………1I

Sdzなめcems る露“"%綿花疑似s …………………………………………… 97

Sdz 立oi72yzααcααα8 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 169

S物彦o脚所α"卵co疑お ………………………………………………15

Scolytidae( キ ク イム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … 117,174

Scoかわがα朝め硲 ………………………………………………………122

あの"り c物“s‐……………………………………‐……………・122

8"たの2o省〆gs ………………………………… "……………・122

Scoゆれ婚姻の“ ………………………………………………………122

Scutelleridae( キ ンカ メ ム シ科 ) … … … … … … … … … … … … … 161

こうle/ゅ α α "な … …‐" “… … … … … "‐‐… … "‐‐“"‐‐… … " … … … "‐86

Siのれメo物おαの呪解なα打α…・・… "…・… … … … … … … … … … … … … …・59

万の "如加 ………………………………………………………59

〆““勿如…………………………………………………………59

s力謬れ如ね禰α……………………………………………………59

Sesiidae( スカ シバガ科 )………………………………………… 133
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Shirahosizo rufescens  112 

Sinoxyん解anaた  97 

afra/uni  97 

crassum  97 

rl(/icorne  98 

sudanたurn  98 

transvaaknse  98 

Sirex・impe庇Iお 141 

Siricidae （キバチ科）  141 

Sitop hiius glandiurn  174 

rugicollis 174 

Sminthuridae （マルトビムシ科）  8 

Soルn叩S雷gem玩ala  89 

＆ルnosた！h飢rn rubr〕か(flC忽turn  161 

幼haeroケ功es siwaliたensお  123 

幼hell妙たra aた,Prima 94 

争iルno/a macrope忽na  27 

Spingidae （スズメガ科）  66 

Stauropl鳶alterni昏 70 

Stegasta variana 38 

Stenadonなradた店  71 

Stenosce論binodifer  112 

加doca?p1  112 

Stheniasりlindrator 108 

grisa加γ  108 

Stibaroj)1鳶molginlお  161 

Strachた crucなera 162 

Stぞb勿ルdorsa僑 60 

siva  60 

St repsたrates holotゆhras  27 
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S杓わ惚卿 si姿o〆咳escの鮎 ……………………………………………… 112

Sぼれ○先〆○"""" ′e … … … … … .… … … … … … … … … … … … … … …・・97

αかねば"“2 ‐‐.‐". ‐… .… … .‐...‐‐‐..‐...‐.‐… … .‐‐...‐‐."...... ‐..・.97

G名ZZSS“'“ "".=. “… ・" … ・・・・・・" ・・・“・・・・・・・" ・・… ・・… ・・・・・・・・・・・・97

無声化の勿e ………………………………………………………98

sz‘〆"“たz"" ……………………………………………………98

ね寵“sジαα‘“zse ………………………………………………… 98

Sお像薯ゐ性力eれ七猛禽……………………………………………………… 141

Siricidae( キパチ科 ) ……………………………………………… 141

SZため厳存娼g加"露"“⑦ ……………………………………………… 174

〆雄rたo"禽………………………………………………………174

Sminthuridae ぐマル トピムシ科 ) ………………………………… 8

s扇の70力sな耳切れ物α紅 …………………………………………………89

So 彪れOSI鑑脳 "テれ れ!ありめz“に!綴れ"“ … … … … … … … … … … … … … 161

Sリルロのりfフつめess2 妙〆デたの2s禽 … … … … … … … … … … … … … … … … 123

Sめ姦e72噂 Zem 研げγ溺れ ………………………………………………・・94

s納めね〆"“?"のりの変如“" ……………………………………………… 27

Spingidae( スズメ力柴ト) ……………………………………………66

S加:““声婚αなげれ7,fs…………………………………………………… 70

S燈苔婚姻ひzz門脇72"……………………………………………………… 38

S解“"αo72如 ?龍直りZな ………………………………………………… 71

sZe“oscg始 めあのd競お ……………………………………………… 112

力odocのめズ …………………………………………………… 112

S物の1たおりメカ24劣り加γ………………………………………………… 108

g“賜わγ………………………………………………………108

勘ぎみのりめz岱 'れoを効"ば ……………………………………………… 161

S1mcたね "?に聡の復……………………………………………………162

Siだろ‘ore doコ雅雄お……………………………………………………… 60

瀞ひ" ……………………………………………………………60

鎌形IPSZcm彰sんoわゑゆた'惚s …………………………………………… 27
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rim f/iた  27 

&rigl玩asdi/a,た 43 

&Iana COflC()んγ  61 

みlepfa balteata（クロスジキンノメイガ）  47 

山roga加  48 

たina僑  49 

Tanymecus circumdatus  24 

h鋤ida 24 

Taphroychus cqffeae（コーヒーキクイムシ）  117 

hi rs at us  118 

Teak stem gall-midge  169 

Teたcrates たetioル1た  133 

Teゆhusa improvida  38 

myrica庇1/a 38 

p奴yphracta 38 

Tenebrionidae （ゴミムダマシ科）  178 

Tenthredinidae （ハバチ科） 87 

Termitidae （シロアリ科）  186 

Tessarotomaルvan詠s  162 

Tetropたon oreinum  108 

Tettigellidae （オオョコバイ科）  147 

Tettigoniidae （キリギリス科）  9 

Theretra nessus  69 

Thu7)somerus gたbosus  24 

刀iosea cana  41 

S玩ensお 41 

triparti/a  41 

Thripidae （アザミウマ科） 165 

Thyrididae （マドガ科）  42, 136 

Thysanoptera （アザミウマ科） 164 
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〆/′所たね …………………………………………………………27

Sお省力;msd 加ブ海………………………………………………………43

sr媛“αじo“cひね γ ..… … … … … … ...…‐… … … … … … … .… … … … .・61

SLy定め如 卿肋α如 (クロスジキンノメイガ ) ………………………… 47

メゼ知野α如 … …・・・…・・… -- ・・・・… … "… … … … … … … … … … 48

ねf“〆 76 … … … … … … … …・"… … … … …・・・… … … … … … … 49

71α72ツ紹z8α‘s c銘じ粥惚ば燭錫s … … … … … … …・… … … … …・・… … … … 24

あおり幼α…………………………………………………………24

7T物産飾り物雄 剣先αe( コー ヒーキクイムシ)…………………… 117

あす鴛媒 "s …・・… … …・‐… … …・・… … … … … … … … …・・… …・118

Teak stem gall-midge ・・・… ・… … … ・・…・・… … ・… … … …‘… … ・・169

71e‘に mzes 毎軽めだZ如 ……………………………………………… 133

eあれz燭αま粥力知ジメメα ………………………………………………… 38

侃ツメズcの海‘如……………………………………………………38

P如収め膚謬じ加……………………………………………………38

Tenebrionidae( ゴ ミム ダマ シ科 ) … … … … … … … … … … … … 178

Tenthredinidae( ハバチ科 )………………………………………… 87

Termitidae( シ ロア リ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … 186

71essα知わ伽α知りα霧z嬬 ……………………………………………… 162

Ze加りぬれ‘創 の例刀"伽 ………………………………………………108

Tettigellidae( オ オ ョ コバ イ科 ) … … … … … … … … … … … … … 147

Tettigoniidae( キ リギ リス科 ) … … … … … … … … … … … … … … 9

Zze打のれ口 728ssz符 ………………………………………………………69

雷乾物 sの聡の似sg 誇るosz燈 ………………………………………………24

z跨ひ彫αcα"" …………………………………………………………41

彩れ8"SZS'"… ".………………………………………………… 41

f“めα〆灼加 ………………………………………………………41

Thripidae( アザ ミウマ科 )………………………………………… 165

Thyrididae( マ ドガ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … 42,136

Thysanoptera( アザ ミウマ科 )…………………………………… 164
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Tingidae （グンバイムシ科）  164 

Tingis beesoni  164 

7むche,たcompta  32 

p彪,-mica  32 

Tomaspis saccha'伽a  145 

Tonica niv加rana 134 

Tortricidae （ハマキガ科）  25 

7bx叩lera aurant嘉（コミカンアブラムシ）  154 

C論'icidl鳶 （ミカンアブラムシ）  154 

odinae （ハゼアブラムシ）  154 

乃'abaたVおhnou  61 

lambaurni 62 

Trac如lep idia fructicassielル  49 

乃ac如osilおghanaensお  116 

乃achys 加ii  94 

bico勿γ  94 

乃安lena 128 

乃idesmodes ramたIiたIa  136 

Trなonocol?鳶braclzmanae  112 

乃ioza jietche元 152 

Typan叩hora semihyalina  39 

Trypetidae （ミバェ科）  126 

Uzucha humera鷹 133 

Virachola むocrates  54 

Westerman nたcoe僑な,?a 87 

Xanthodes transversa 87 

Xiphydriidae （クビナガキバチ科）  141 

Xip如(1)たheritierae 141 

均ieborus  123 

desiruens- 123 
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Tingidae( グンパ イムシ科 ) ……………………………………… 164

71貌gなウeesoねブ……………………………………………………… 164

7為じ姦のゞαcの7ゆ超 ……………………………………………………32

P如“協定口 ………………………………………………………32

7107晩婚 Piss αccル似せ72α … … … … … … … … … … … … … … … … … … 145

71072Zm “翻弄わ復72"…………………………………………………… 134

Tortricidae( ノ・マ キ ガ科 ) ・'… … … … … … … … … … … … … … …・25

賓o寛o脚の惚似‘mm ぎf( コミカンアブラムシ) ……………………… 154

αかたぎ吻郎 (ミカンアブ ラムシ) …………………………… 154

odz,mg( ハゼアブラムシ) ………………………………… 154

宅地ろα如ひなた720“ …………………………………………………… 61

如焔乙るα"γ722……………………………………………………… 62

隻闇〆け卿"〆如乃7に‘ず姫鱒迄‘如 ………………………………………49

締にカツoszzfs g白攻72α8"sお … … … … … … … … … … … … … … … … … 116

フ認じカツs od 省 …… "…………………………………………………・94

脱coわγ………………………………………・・………………・94

7T髭c1β“" ……………………………………………………………… 128

筈〆北海smodes m 加たはね忽 …………………………………………… 136

7T〆忽 o'2ocoZzfs 鰯ロ物 粥αmB … … … … … … … … … … … … … … … … 112

71搾り粥月g化毎“………………………………………………………152

7うγ力αれりめあoms の覆え少α為"" ………………………………………… 39

TryPetidae( ミバ エ科 ) … … … … … … … … … … … … … … … … … 126

びz"cんα桜"“の謬‘お…………………………………………………… 133

yZmc 力oね 禽ocmZes … … … … … … … … … … … *… … … … … … …・・54

粥 esfer′'娘 72〃如 cog脳 を77α … … … … … … … … … … … … … … … … … 87

スお“肋odes 力凝れsひの唯α………………………………………………・・87

Xiphydriidae( ク ピナ ガ キパ チ科 ) … … … … … … … … … … … … 141

x め毎の〆αん87ガメの惚8………………………………………………… 141

xyをわor"s ……………………………………………………………123

desかはの28……………………………………………………・,123
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ルrn廓nei摺  124 

万iam鳶  124 

fornicatus  124 

gravidus  124 

力eグorans  124 

simi旅  125 

為ルutes boおduvali  130 

αゆensお  130 

ceramica 129 

nebulosa  130 

persona  129 

均んC叩a aestuans  142 

后勘es 142 

Xyloryctidae （ヒロバギバガ科） 35, 133 

均1osm功'1鳶abnゆ切ides 125 

a川uatzパ  125 

compactus  125 

crassiusculus  125 

disco 勿γ  125 

x 〕助trupes gideon  15 

Xystrocera giobosa  108 

Yponomeutidae （スガ科）  34 

Zeんち'pたstaceyi 128 

Zeuzera coffeae  130 

niul諦かなa忽（ゴマクボクトウ） 131 

Zonocert岱 va庇gati鳶 11 

Zygaenidae （マダラガ科）  39 
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たγれ桝夕28節 …………………………………………………124

月り如72z岱 ……………………………………………………… 124

危γれた諺z岱 ……………………………………………………124

gフ銘災の霜………………………………………………………124

影坊の徐"s ……………………………………………………124

si?,ZZZな ……………………………………………………… 125

又〆 ez‘云綴 ろoな〆"zi"‘2 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 130

m夢勿?sZs………………………………………………………130

cの「‘"" “α .----.".----.. ●,.--...------------ … … … .129
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おわりに 

熱帯地域の昆虫は、最も基礎となる分類学的な研究が非常に遅れてお 

り、昆虫収集マニアの対象となるチョウ類、ガ類、コウチュウ類などの 

大形美麗昆虫と農林業に著しい被害を与える害虫あるいは衛生害虫など 

一部の害虫について知られている程度である。そのためこれら以外の種 

類の同定が難しく、研究上の大きな支障になっている。 

森林昆虫学は、前世紀からドイツを中心にしてョーロッバで発達し、 

今世紀の中ごろからカナダとアメリカで著しく発達をとげた。日本では 

今世紀になってから日本人の研究者により研究され始めた。このような 

事情から森林害虫は世界的にみて温帯から寒帯にかけて研究され、主と 

して針葉樹の害虫について深く調べられてきた。 

先進国の森林昆虫学の歴史を振りかえると、まず第一段階は分類学的 

な研究に始まり、これと平行して第二段階のバイロジーの研究に進み、 

その研究の中から第三段階の害虫の弱点を突いたり、習性を上手に利用 

した新防除法なり被害回避法が発見され、さらに総合防除法へと研究が 

進展してきている。しかし、熟帯林の森林害虫ではまだこの第一段階で、 

名前の明らかにされていない害虫が多く、ー部の重要害虫について生活 

史が少し調べられた程度である。この状態を日本に例をとるとョーロッ 

パより渡来した昆虫採集家によって持ち帰られた標本に基づき新種とし 

て世界に紹介されていた明治末期に当たり、百年の遅れがあると云って 

も過言ではない。事実、現地の研究者は害虫を取っても名前を調べる図 

鑑類すら無く、そのため分類学的な協力を強く要望している。また、種 

名が不明なため研究発表の意欲も削がれるように見受けられる。このよ 

うな熱帯の森林昆虫学の遅れの理由は、熱帯の森林生態系が甚だ複雑で、 

そこに生息する昆虫も種類が豊富でかつ多彩であること、現地人に活動 

的な森林昆虫学者がほとんど皆無であることが大きな原因となっている。 

害虫防除にあたって、一般から要求されるのは第三段階の研究あるい 
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は成果であるが、ここまでに達するには第一段階、第二段階の地味な基 

礎研究の成果として発展してくるものであリ、熱帯林ではまず、基本的 

な問題を解明しておく必要がある。現在、造林地が拡大されつつあリ、 

先に植栽された木は樹齢が進み、早くも成林を阻害する害虫や材質を劣 

化させる害虫が発生し問題化している。そして多くの造林地は、温帯で 

も生態系が不安定で害虫の大発生の起こリやすい単純一斉造林地である 

ため虫害に対して危険性が強い。適地に植えられた造林木は旺盛な成 

長と被害に対する治癒力が強いからといって決して安心はできない。 

分類学については、特定の群について不十分ながら専門誌に発表さ 

れているのみで、莫大な種類を含む熟帯林の害虫相の全貌を知るには 

未だ長年月を必要とする。また、分類するには特定種とその近縁種を 

含むまとまった標本を必要とするため、地の利をえた現地入の自主的 

採集調査を必要とする。そのためには現地研究者の昆虫学的な知識の 

レベルアップを図るべく技術指導していかねばならない。また、分類 

学的な研究は現地で簡単にできるものではなく、専門の分類学者の協 

力をえたリ、長時問を必要とする種類が少なくない。現在一部の国で 

実施している悪質な昆虫採集者を対象にした昆虫標本の持出し禁止は 

分類学研究進行上の大きな支障となっていて、将来同定に必要な害虫 

類とその近縁の種類については対象外として緩和していかないと分類 

学の発展は期待できない。 

新しく導入される樹種については、本来生息していた単に森林生態 

系の一員であった昆虫が新しい餌場あるいは生息環境として住みつき、 

害虫化する可能性が強い。一部の造林樹種では過去に発生した害虫被 

害を再度発生させないように、樹種選択あるいは造林計画を立てる上 

で十分留意しなければいけない。同時に不幸にして発生した害虫につ 

いては今後の参考になるような詳しい記録を残しておくことも大切で 

ある。さらにフィリピンのマツ、オーストラリアのマツのキクイムシ 

類のような侵入大害虫をつくらないために先進国で実施しているよう 
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な植物検疫制度を確立させ、侵入害虫の定着を未然に阻止する必要があ 

る 

今回のマニュアルでは限られた紙面で熱帯各地域の森林害虫について 

記述したので個々の害虫については不十分な解説になった。将来、今後 

の研究結果を加えた地域毎の害虫を対象に書き改めた詳細なものが印刷 

されることを期待し筆を置く。 

な植物検疫制度を確立させ、侵入害虫の定着を未然に阻Lヒする必要があ

る 。

今回のマニュアルでは限られた紙面で熱帯各地域の森林害虫について

記述したので個 の々害虫については不十分な解説になった。将来、今後

の研究結果を加えた地域毎の害虫を対象に書き改めた詳細なものが印刷

されることを期待し筆を置く。
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